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はじめに

日本産ツガ (Tsuga)属を見ると， ツガとコメツガの2固有種がある。 これを森林帯

から見ると，ツガは温帯林的な分布性格を有するに対し，コメツガは亜寒帯林的な分布性

* 北海道大学農学部応用植物学教室
Botanical Institute， Faculty of Agriculture， Hokkaido University， Sapporo 
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格を有している。また従来群落学的研究から見ると，ツガは割合lζ研究されているが，コ

メツガの方は比較的少ない。その中にあってただ異色があるのは富士山におけるコメツガ

林の群落更行問題に関する早田，武田両博士の研究である。 1961年，舘脇研究室は本州中

部山岳林植生の研究中，その一部として特色あるコメツガ純林の群落構成を調査したので，

乙乙に報告する次第である。本研究調査に対し，始終助力を与えられた東京，前橋，長野

各営林局，山梨林業試験場ならびに所管営林署各位に深甚な謝意を表し，また北限地帯の

分布lこ関して資料を提供された細井幸兵衛氏，研究の一部を共にした辻井達一，横溝康志，

和孝雄の三氏lζ深厚な謝意を捧げる。

調査 日 手呈

調査口 帯状区名 地 名

IX. 20， 1958 [5. f] [5. g] 日光刈込湖，三岳 横溝，遠山

Vl. 26， 1960 [5. i] 日光太郎山 辻井，横溝

Vl. 13， 1961 [2. a] 八 ガ 岳 舘脇，伊藤，遠山

Vl. 19， 1961 [3. a] 万座附近 グ

Vl. 20， 1961 [4. a] 草津白根 グ

V1. 24， 1961 [5 ] 日光富士見峠 舘脇，横溝

Vll. 12， 1961 [5. c] [5. d] F 辻井，横溝

四.13， 1961 [5. a] [5. b] グ F 

VH. 18-20， 1961 [1. a] 富 士 山 遠山

vm. 2， 1961 [2. b] 八 ガ 岳 伊藤，遠山

澗.30-IX. 1， 1961 [1. b] 富 士 山 遠山

X. 4-5， 1961 富士吉田口 舘脇，遠山

XIL 27-28， 1961 F 舘脇

四.27， 1963 [5. h] 日光金精|峠 舘脇，伊藤，遠山

四.30， 1963 [5. eJ 日光富士見峠 F 

1. 概 論

SARGENTはその著拾においてコメツガにつき次のように述べている。 “ツガ属には2

種類あって 1種は大部分が北方lこ，他の 1種は南方lζ産し，両者共海抜高の高い所にあ

り，少なくともコメツガはかなりな面積に亘って森林を形成する。その大きな森林の一つ

は日光山の海抜5，000フィートから上に発達し， ほとんどコメツガのみから構成されてい

* SARGENT， C. H.: The forest flora of ]apan. 81 (1894). 
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る。本州のコメツガ林は伐採されず残された処にあり，我々が日本において見た最も美わ

しい森林であった。木は巨大な高木となり，純林を形成し，他の積物を混じておらず，林

床l乙は林内光線の関係、から醇類やシダ類の成長を許すのみか，あるいはまた岩礁地襟木類

の生ずるのみにすぎない。日本において我々がみた最も美しかった一つは湯元附近のもの

で， ミュンヘン大学の MAYR教授によってもその美林が称讃されている。 八甲田山葉で

は岩崖lζ散生しており，そとがとの木について報告された北限である。" この記載はコメ

ツガに対し，なかなか要領を得た記載であるが，コメツガの純林は日光の南から西にも所

々の山岳地帯lζ知られ，特に富士山の北面などにその典型的なものがある。

1. 学名

Tsuga diversjfolia MASTR. Journ. LINN. Soc. 18: 514 (1881) 

Abies diversifolia MAXIM. Mel. Biol. 6: 373 (1867)執

Pinus Tsuga .ANToINE var. nan ENDL. Syn. Conif. 83 (1847) 

Tsuga Sieboldii CARR. var. nanti CARR. Conif. 186 (1855) 

Abies Tsuga SIEB. et Zucc. var. nana SIEB. et Zucc.， apud GOR以)N，Pinet. 

Suppl. 13 (1862) 

2. 地理分布

コメツガは日本固有の種類で，本州、l中北部，四国，九州にも分布するが，特l乙本州の

中部山岳地帯lこ最も多い。

東北地方: 岩木山と八甲田山柔から南に分布し，八甲田山葉附近 (SARGENT;舘脇;

村井;吉岡;林)としては前岳，石倉岳があげられる。 しかし八甲田山はコメツガの産す

る乙とを知られている割合にその量は少ない。出羽E陵では尾太(オップ)岳，深浦に産し，

奥羽山脈では森吉山，八幡平，岩手山，烏帽子岳，焼石岳，刈田岳，不意山lこ報知されて

いるが，その量は一般に少ない。北上山系では早池峯，片葉山，五葉山などにわたって見

られる。(佐伯;村井 1950;笹村)。

関東地方: 奥日光，奥秩父連峯，上信国境に多い。

中部地方: 日本アノレプス，八ガ岳，富士山，白山などに原始林がある。

中園地方: ない。

近畿，四国，九州地方: 分布も散在的で量も少ない。四国lこは稀で，高知県では白

髪山と銀山(高知営林局)に産し， 九州では不確実な産地として祖母山 (WI凶ON)があげ

られている。九州で MAXIMOWICZはNagayama桝をあげ，それから以後乙れがよく引用

本 BEISNER-FISCI-IERの Nadleholzkunde(1930)の Tsugadiversifolia MAXIM. Mel. Biol. 6: 373 

(1877)は何らかの誤まりであろう。

料 率Nagayama!C関しては阿蘇山中岳をとる人もいるけれども，原著のまま紹介しておく。
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されでいるが， 私達にはどの山か判らない。

ともかく北限は SARGENTがあげた八甲田山 (40041'N)と村井 (1960)のあげた岩木山

(40041うにあり， SARGENTはアジアにおけるツガ属の北限と記している(第 2図，第 3図)。

なお南限は大分，宮崎両県lこ跨る祖母山 (WILSON)!こ終るとみてよいであろう。
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第1図北限西部の分布(青森営林局)

Fig. 1. Distribution of the western part of 

the northern limit. 
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第 2図岩木山(細井)

F抱.2. Mt. lwaki 
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第 3図入甲岡山(細井)

Fig. 3. Mt. Hakkoda 

. 
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3. 垂直分布

コメツガの垂直分布高度に関しては， WILSON以来， 種々な報告があるが，青森，秋

田，東京，前橋，名古屋，高知，熊本各営林局の森林調査表を基礎として報告されたコメ

ツガの垂直分布の高度を次に示そう。

コメツガ垂直分布の高度表.

地方名 最低~最高

(m) 
地方名 度高

)
』

的

m
一

通
(
一

普

一

高

一
最
)
一
~

m
一

低
(
一

最

東北地方|曲0-2∞o 1ω0-1850 11 近幾地方 11印0-18∞116∞-18∞ 
関東地方 11∞0-2250 1 15∞-1剖o11 四国地方 112∞-17∞1 17∞-18∞ 
中部地方 115∞-1800 1 1日0-22∞1九州地方 I1300-17∞ 17ω 

最低:青森県深滞町白山 (894m)の4叩 m
最高: 長野県木曽駒ヶ岳 27∞m 

[最低] 青森営林局細井幸兵衛氏によれば，青森県西海岸深浦の経営計画編成に際し，

秋村技官は第1図 (1;2; 3; 4)に産することを認めた。共lζゴヨウマツとネズコに混入

しjコメツガの量は少ない。そして (2)地点が450mの地点である。

4. 育地

コメツガはシラピソ，オオシラピソと共に我国亜高山帯の林相を特徴づける重要な樹

種である。森林の垂直分布から見ると，主l乙亜高山帯林l乙生じ，冷温帯林にわたって見出

される。また森林群落から見ると，林地としては，おおむねオオシラピソ林下部からブナ

山地林にかけて分布する。コメツガは代表的な陰樹で，長い年月の問，よく林内の微光lと

耐え，主として尾根または山腹にかけ，母岩の露出した，あるいは母岩から近い，いずれ

にしても浅土上に生じ，気候的lこ見た乾燥地には生じない。そしてしばしば純林を形成す

る。その垂直分布の最高部においては，樹木限界でハイマツ(木曽駒)やカラマツ(富士)

を混じ，上部にあってはシラピソ，オオシラビソ，トウヒと混生，また下部においてはウラ

ジロモミと混生するととがある。その他，該林中にはゴヨウマツ，ネズコ， ヒノキアスナ

ロ，ダケカンノペネコシデ， ミズナラなどをも生じ，低高木としてはナナカマド，オガラ

パナ，四国ではヒノキ，ヒメコマツと共に混生する。濯木としてはハクサンシャクナグ，

シャクナゲが多いこともある。またコメツガの一斉林は，しぼしば微光も洩れないような

密林となり，ただ蘇類のみが優占する場合も少なくない。草本層には少数の陰草や棲性潅

木が散生するのみで，ゴゼンタチバナ，ズダヤクシュ，ツノレツゲなどあり， シダ類として

はシノブカグマやシラネワラどがある。ただ稀lこ千丈岳からセリパシオガマが群生する 1

例(田辺)が報告されている。
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次に従来記された報文中の主なものおよび特に北限地帯における細井幸兵衛氏の手記

を記して見ょう。

岩木山(細井:1958の調査)岩木山 (1625m)には 3カ所に産する。 そのーは赤倉沢

を囲む峯の上部にあり，純群落をなすところが多い。樹高は 5-7m，林床l乙は辞類が優占

する。濯木層lこはオンコ， ミネカエデ，コヨウラクツツジ，ムラサキヤシオツツジ，ウス

ノキなどがあり，草本層にはシノブカグマ}ジラネワラビ，オクエゾサイシン，ツルツグ，

ヒメモチ， ミヤマスミレ，ハリブキ，オオノイノヨツノてムグラ， ツノイメオモトなどがある。

そのこは追小森(オイコモリ)で，頂上部の風衝地にある。コメツガが多く，ダケカン

パやブナなどの広葉樹を混入している。その三は育沢登山コ戸ス中の焼止りより上部にあ

り，沢の東側l乙見られ，ハイマツ，チシマザサと混生している。(第2図)

八甲田(吉岡:1937， 1938)八甲田山葉を見渡すと，前岳に多く産し，石倉，城ガ倉で

は，量は多くないけれども，比較的広く産する。ブナ林帯では，コメツガは主として岩塊

の露出した浅土上に生じ，ゴヨウマツの中lこ混生して，ブナ， ミズナラを伴っている。第

2層にはハウチワカエデが相当量混生している。そしてその層にミズナラ，アズキナシ，

コパノトネリコ，ナナカマド，コシアブラ，マンサクなどの広葉樹種や，コメツガ，ゴヨ

ウマツ，オオシラピソなどの針葉樹の稚幼樹が見られる。第 3層にはミヤマホツツジ，コ

ヨウラクツツジ，ムラサキヤシオ，シロパナシャクナグなどのシャクナグ科の樫木が極め

て豊富にある。第4層lとはアクシノペコガネギク，第5層にはコケモモなどが見られる。

(第3図)

最後に北限の一地点と考えられる前岳の育生地を記そう。
ヤチ

前岳(細井:1961の調査) 前岳最北部は田代沼(現在は開拓されて無い)近くの自動

車道の路傍にコメツガが1本(樹高約10m;胸高直径30cm)がある。 しかし前岳頂上
タモヤテ

附近から田茂治岳鞍部にかけて多く産し，田茂市岳側にもオオシラビソと混生する。田茂

市岳側では樹高は約10mfと近いが，南向斜面の前岳では樹高は 5-6mf乙過ぎない。

石倉山(吉岡) 石倉山山吉附近 (1205m)急斜面に巨大岩塊(石英粗面岩)が多数存

在し，一般に表土l乙粗腐植が堆積している亜高山帯林の風衝地帯にオオシラピソーコメツ

ガ群落が見られる。

岩手山(舘脇:1927) 岩手山の上方面に見られ，純林で醇類型の群落を有し，草本と

してはヒメミヤマウズラ，アオフタパラン，アリドウシランがあり，尾根をはずれると，笹類

が出て来て，ハイシキミ，ミヤマスミレ，ツノレリンドウ，ミヤマエンレイソウなどがあり，林

縁になると，第 2層的にミズナラ，ホウノキ，ウリハダカエデ，ミズキなどを生じていた。

日光(伊藤:1936) 男体， 白根両山の約2100m上部にコメツガーシャクナグ群落

(原記載には下層lこシャクナグ群叢)を認め，湯元附近にコメツガーササ群叢を認めている。



コメツガ林の群落学的研究(舘脇・伊藤・遠山 91

秩父(前回・島崎:1951) 秩父山葉亜高山帯の森林を論ずるに当り， コメツガ帯とシ

ラベ帯にウラジロモミ林，カラマツ林，イラモミ林，ネズコ・ヒメコマツ林，コメツガ林

を列記し，コメツガ林にコメツガーシノブカグマ群集を認め，その下にスズダケ亜群集，

ミヤコザサ亜群集， マイヅノレソウ亜群集を記している。 コメツガ帯は尾根通りでは 2300

m附近迄上昇することがあり， 沢沿いでは 1700m附近で，シラピソ・オオシラビソ帯と

交代する。 そしてこの帯の下降限界接触林は 1500m附近から始まるウラジロモミ林とし

ている。ただし，コメツガ林は概ね 2100mから 1600mにわたって分布している。

天竜川上流(鈴木:1949) 天竜川上流暖帯林でコメツガーマイヅJレソウ群集を設け，

中野祷のダケカンパ群団，吉岡制のアオモリトドマツ亜高山帯に対比されうる群落とし

た。この群集中にはトウヒーナライシ夕、、基群集，ウラジロモミーミヤコザサ基群集があり，

それらは本群集の下限附近にあるという O コメツガーマイヅノレソウ群集は 2300m(調査地

域の最高点)-1500 m ~乙分布している O

5. 群落更行

コメツガの群落更行に対しては 2論がある。ひとつは途中相とする学説であり，ひと

つは極盛相とする説である。前者は早田博士の持論であり，後者は式田博士の所論であ

る。おもしろいことにそのいずれもが富士山を主舞台としていることである。

富士山(早悶:1911) “富士山ではその中腹(北西面n舘脇])，すなわち海抜 1800mぐ
らいにある森林帯は多くコメツガの純林である。しかし，このコメツガの純林中に同種類

の稚樹はめったにないが，他種の稚樹，たとえばジラベの稚樹は非常に沢山ある。しかし，

このシラベの稚樹は何分にもコメツガの密林中にあるものであるから，十分な日光を受け

る乙とはできないし，かつ養分の不足のためにその生育も非常に悪い。そして多くは十分

な発育をとげないで枯死する。しかしながら，一朝異変があって，上述のコメツガの林が

倒れた時には，これに代って該林のあった場所にシラベの純林ができた例は沢山ある。上

述のコメツガは割合に長寿を保つもので，その樹齢は約200年と云われている。元来本種

は根を地中におろしている部分が浅く，乙れに加うるに普通は傾斜地に生育するものであ

るから，その生育地の表土が雨水のために洗い去られたならば，いよいよもってその根元

は非常に浅いものとなってしまう。そうなると一朝台風の襲来でもあれば，乙の樹は直ち

に倒壊するであろう。そしてその後には必らず前記のシラベが発達して，遂にシラベの純

林が出来る。そ乙で先にあったコメツガの森林がシラベの森林によって更新されるととが

* 中野治房: 植物学雑誌， 56， 186-190 (1942);植物生態学報， 2-1， 1-7 (1942)同2-2.57-72
(1942). 

林吉岡邦二:生態学研究， 3， 188-205， 322-338 (1934);同， 4， 27-38 (1938). 
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おとるのである。かかる例は富士山には沢山ある"。

富士山(武田:1941) 富士山における亜高山帯針葉樹の中で，最も陽性なのはカラマ

ツ，ついでヒメコマツ，ゴヨウマツ，トウヒ，シラピソ，コメツガという順序になる。コメ

ツガは林内の微光に耐えて長い年月にわたり生育し，遂にはその上に立つシラピソなどの

倒れるのを待っている。そして遂に自分が土木となると，その繊細な校や葉の下には微光

もなかなか洩れない密林となり，ただ醇類などが繁生するに過ぎなくなる。亜高山帯では

コメツガが亜寒帯の極盛相となる。

中部高山(武田:1958) 亜高山帯の頂で，中部地方の高山ではオオシラピソが最も多

く， シラピソがこれに次ぎ，コメツガ， トウヒ，カラマツなどが見られる(更行と関係な

いかも知れないが)現実的にはオオシラピソが亜高山帯林の王座にまかり出ている。

日光(伊藤:1936) 日光のコメツガ林には，シラビソ，オオシラビソの幼木が多く，

コメツガのそれは非常に稀である。しかし乙れらの幼木は暗い林中では大木とならずに枯

れてしまうから，コメツガ林が突然破壊されるようなことが起らない限り，これらの種類

によって更新されることはあるまい。

なお， 1938年吉岡教授は，純林ではないが，八甲田山葉石倉山の山頂附近のオオシラ

ピソ，コメツガ林を土壌的安定林型としていることを付記しておく。

舘脇はひろく本州の山岳地帯における亜寒帯林を歩き，その群落相を観察してきたが，

Climate climaxとして考えられるオオシラピソ林中において，コメツガ林は亜高山帯針葉

樹林中のひとつの Edaphicclimaxと考えるのが妥当と信ずる。

11. 群落調査 (Fig.4)

本州中部山岳地帯におけるコメツガ林の群落調査に際し，次の5地点を選んだ。

1.山梨県富士山

2. 長野県八ガ岳

3. 群馬県万座

4. 群馬県草津白根

5. 栃木県日光

s 
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第4図調査地概図

Fig. 4. Experimental plots 

1， 山梨県富士山 Mt. Fuji IFig. 5) 
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富士山の亜高山帯針葉樹林は，北西，殊に北西西，高距 1200-2600m!乙発達し，そ

の間 1500;""2∞Om!乙最も良く発達してコメツガ林の良好な発達も大体その聞にある。 該
林は，日本のコメツガ林中，最も良く調査されて来たところで，植生的lとは早田，武田の

両博士の研究が詳しい。純林中ではわずかにシラピソ，カラマツを混生するに過ぎず，時

としてオオシラピソ， トウヒも生ずる。林床にはハイゴケ，イワダレゴケ，チョウチンゴ

ケなどを主とする醇類がしきつめ，ツバメオモト，カニコウモリ，イワセントウソウ，ジ

ンヨウイチヤクソウなどを散生するにすぎない。そしていわゆる中腹御庭附近の樹木限界

では，卓越風の影響を受けてわずか樹高2m!こ過ぎないコメツガが，カラマツやダケカン

パと混生している。
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富士山北斜面における亜高山帯林は概rして林冠欝閉度が高く，また雲霧l乙とざされる

ことが多く，林内は比較的湿度が高い。 そのためか林内には醇類(時には苔類，地衣類を

混ず)が必ず出現し， その被度も 5を示して完全に優占し，従って他に見るべき顕著なも

のもなく，コメツガ林のー特性をよく現わしている。第2層にはしばしばシラピソの方が

多く，時l乙密生することもある。またハクサンシャクナグが林縁近くに多くみられる。

富士山北斜面の一部(精進登山口を中心に)は富士山原始林として天然記念物に指定され，

良く天然状態を残していたが，近時台風などによる風倒が多く原生状態の破壊されたと乙

ろも少なくない。

第 5図 富士山標準地位置図

Fig. 5. Mt. Fuji 

4、
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標準地としての天然記念物指定林分中に 2帯状区[1.a]および[1.b]を設定した。

[1. a]帯状区 (50x5)m2 コメツガー醇類基群叢 方位 23
0，傾斜 140，高距 1980m，

Photo 6. 

本帯状区は船津登山口 3合目と奥庭を結ぶ歩道に接し，附近ではシラピソ， トウヒな

どを混生し，樹高は概ね 14-16m，胸高直径は 40-50cm。富士山原始林中ではもっとも

端麗な林分で，特にコメツガのよくまとまったところに設定した。第1層はコメツガのみ

で他種は混生しないが，第2層(3-7m)にはシラピソがわずかにみられる。林床lとは蘇類

が優占し，次いでシラピソ，コメツガの稚樹がみられる。他にみるべき種類とてないが，

:J1チヤクソウは被度こそ少ないが，頻度は高く，附近の林分にもよく出現する。本帯状

区の形態が富士山におけるコメツガ林の代表的なものと考察する。

第 1表 [1. a]帯状区樹高階別本数表

Table 1. Number of tre白 ineach height grade in the 
belt.transect [1. aJ 

Height (m) 樹高 4 6 9 11 12 13 14 15 16 Total 

Species 積物名 5 7 10 12 13 14 15 16 17 計

Tsuga diversifolia コメツガ 1 2 1 2 8 8 1 23 

Abies Veitchii シラピソ (A) 1 2 3 

To包1計 1 2 1 2 1 2 8 8 1 26 

第 2衰 [1. a]帯状区胸高直径階別本数表

Table 2. Number of trees in each diameter grade in the 

belt.transect [1. a] 

B.H.D. (cm) 胸高直径 5 10 15 20 25 30 35 40 45 505560 Total 

Species 植物名 10 15 20 25 30 35 40 45 50 55 

Tsuga diversぴolia コメツガ 1 1 1 3 2 1 3 4 4 

Abies Veitchii シラピソ (A) 3 

Total 計 3 1 1 l 3 2 1 3 4 4 

第 3表 [1. a]帯状区林床植物一覧表

Table;J. Frequency and cover degree of plants in the 
belt.transect [1. a] 

D~匂nce (m) 距離 。キ 5 10 15 20 25 30 35 40 

Speci~ 植物名 5 10 15 20 25 30 35 40 45 

Abtes Veitchii !;ラピソ + 1 + 1 1 
TSI{.g4 diversifdia コメツガ + + + + 

，.. ，，(}，...5m歩道のため除外

60 65 計

2 1 23 

3 

2 1 26 

45 
F. C.V. 

50 

E 167 

1 E 56 
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Monotroμ Hypopithys シャクジヨウソウ
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第 6図 [1. a]帯状区 コメツガー蘇類基群叢

[1. a] belt-transect in the forest of Tsuga diversifolia 

(Tsuga diversグolia-恥10sssoc.) 
Fig. 6. 

本帯状区の樹高階別と胸高直径階別本数表を示せば第 1，2表，林床植物一覧表を表示

すれば第3表，林木配置および樹冠投影図を示せば第6図となる。

[l. b)帯状区 (50X5)m2 コメツガー辞類基群叢 方位337
0，傾斜160，高距2260m

樹高は低く 6-10m，胸高直本帯状区はコメツガ林の上部限界に近い所に設定した。

ダケカンパなどの比較的老齢樹を混生する，また

第2層 (O.5-3m)にシラピソの稚樹が非常に

径は 15-45cmである。時にカラマツ，

シラピソの幼樹もわずかながら生育する。
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多く生育する。また林冠のやや疎なると乙ろにハクサンシャクナグなどをみるが，特にシ

ラピソが優勢である。草本層にはコイチヤクソウ，ホザキイチョウランがあり，コケモモ

やヨメツガ，シラピソ，シャクナグの稚苗が散生するにすぎず，林床群は結局底層lζ優占

する醇類で示される。本帯状区の樹高階別と胸高直径階別本数表を示せば第 4，5表，潅木

層樹木本数および林床植物一覧表を表示すれば第6，7表，林木配置および樹冠投影を示

せば第 7図となる。

第 4表 [1. b]帯状区樹高階別本数表

Table 4. Number of trees in each height grade in the 

belt旬transect[1. b] 

Height (m) 樹 高 4 5 6 7 8 9 

Species 植物名 5 6 7 8 9 10 

Tsuga diversifolia コメツガ l 2 3 9 21 

Larix leptolej耳S カラマツ (L) 2 

Betula E:門na1ii ダケカパ (B) 1 

Abies Veitchii シラピソ (A) 1 

Total 計 1 l 2 3 10 23 

第 5衰 [1. b]帯状区胸高直径階別本数表

Table 5. Number of trees in each diameter grade in the 

belt-transect [1. b] 

B.H.D. (cm) 胸高直径 5 10 15 m 25 30 35 

Species 植物名 10 15 20 25 30 35 40 

Tsuga diversifolia コメツガ 1 3 6 6 7 8 4 

Larix 1，φ，tolePis カラマツ(L) 1 1 

Betula Ermani ダケカパ (B) l 

Abi，ω Veitchii シラピソ (A) 1 

Total 計 2 3 6 7 7 9 5 

第 6衰 [1. b]帯状区濯木層樹木本数表

Table 6. Number of trees in the shrub layer of the 

belt-transect [1. b] 

10 Total 

11 計

4 40 

1 3 

1 

1 

5 45 

40 To旬l

45 計

5 40 

l 3 

1 

1 

6 45 

Distance (m) 距 離 。5 10 15 20 25 30 35 40 45 To飽l
斗

Species 植物名 5 10 15 2o 25 30 35 40 45 50 則

Abies Veitchii シラピソ 7 4 4 4 3 ・・ 1 2 5 30 

Tsuga diversifolia コメツガ 1 1 

l<hododendron Fauriae 
3 2 ハクサンシャクナゲ 4 1 l 11 

To組l 計 7 7 6 8 4 0 0 1 3 5 42 
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第 7表 [1. b]帯状区林床植物一覧表

Table 7. Frequency and cover degree of plants in the 

belt-transect [1. b] 

Distance (m) 距 離 O 5 W lli a ~ a ~ ~ ~ 
F. C.V. 

Species 植物名 5 W lli a a a ~ ~ ~ ~ 

Abies V白itchii シラピソ 1 2 + + + + + + + v 2a 
Tsuga diversifo拘コメツガ + 1 + + + + + + + v 関

Vaccinium Vitis-Idaea コケモモ + + 工
Rhododendron Fauriae 

ハタサンシ+クナゲ
. + 工

乃rolasecunda コイチヤクソウ + + + + + + + + + + v 
Listera nipponica ミヤマフタパラン +十 I 

乃Irolaalpina コパノイチヤクソウ + 工

Microstylis monoph，ホyl.ザlosェ
ホ キイチョウラン + 工

Moss 蘇 類 5 5 5 5 5 3 5 5 5 5 v 7Ftl5 

第 7図 [1. b]帯状区 コメツガー蘇類基群叢

Fig. 7. [1. b] belt-transect in the forest of Tsuga diversifolia 
(Tsuga diversifolia-Moss soc.) 

s 
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2. 長野県八ガ岳 Mt. Yatsugatake (Fig.8) 

長野県八ガ岳は植物学上からは有名なところであるが，森林植物学的にも変化ある山

岳である。針葉樹林は東面と西面とでは趣を異にし，ヤツガダケトウヒ林は西面に，コメ

ツガ林は東面に多い。

第 8図八ガ岳標準地位置図

Fig. 8. Yatsuga旬ke

八ガ岳周辺においてコメツガは主として長野営林局管内の八ガ岳国有林78林班「へ」

小班.84林班「とJ.rた」小班および 85林班「い」小班などに多く生じているが， 本調

査で対象としたのは，そのうち 78林班「へ」小班と 84林班「と」小斑である。森林調査

簿表による森林概況を示すと第8表のようである。
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.8表調査小班の
Table 8. Forest investigation hook of the 

小班名 |面 (ha)積 i地位|地利|方位|傾斜| 土 議 樹 種

地 況

輝石安山岩，
オオシラピソ
シラピソ

78へ 42.48 E (3 ) S 中 磯，壌，浅， コメツガ

適，軟
ト ウ ヒ
カ ン ノぜ

カラマツ

輝石安山岩，
モ 、、、

シラピソ
84と 30.65 E 2 N 中 E聖，壌，中， コメツガ

適，軟
ト ウ ヒ
カ ン ノマ

広

[2. a)帯状区 (50X5)m2 コメツガー醇類基群叢 方位202
0
，傾斜 12

0
，高距 1740m，

Photo 7. 

本帯状区は八ガ岳稲子温泉の北北西約1.5km， 八ガ岳国有林 84林斑「と」小班内，

高距 1740mのほぼ南面する斜面上l乙発達しているコメツガの純林中に設定した。 林内は

暗く，土壌は痔薄で地面l乙は巨きな転石がみられた。本帯状区のコメツガは樹高 15--21m，

胸高直径 30--50cmで，かなり大きな個体に富んでいる。林床では穣木層 (1--3cm)にコ

メツガの幼樹が圧倒的に多く，濯木種は極めて僅かでウスノキ，コヨウラクツツジが散生

するにすぎない。また草本種は見られず，最下層Iζ醇類が優占しているのみである。本帯

第 9表 [2. a]帯状区樹高階別本数表

Tabl，智弘 、Numberof trees in each height grade in the 

belt-transect [2. a] 

Height (m) 樹 高 11 15 16 17 18 19 
t 

Species 積物名 12 16 17 18 19 m 

Tsuga diversifolia コメツガ 1 2 3 3 3 3 

Total 計 1 2 3 3 3 3 

第10表 [2. a]帯状区胸高直径階尉本数表

Table 10. Number of trees in each diametr grade in the 

the belt-transect [2. a] 

20 
T計otal 

21 

3 18 

3 18 

B.H.D (cm) 胸高直径 ~ ~ ~.~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~.~ ~ ~悦al
乱

Spe氾ies 植物名 21 25 28 34 35 37 38 39 40 45 48 49印刷

Tsuga diversifolia コメツガ 111123121211118  

To旬l 計 1 1 1 ) 2 31  2 1 2 ‘1 1. 1. 18 

i 
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森林調査祭表

compartment sample plots (Yatusgatake) 

森 況

特許合|蓄同積|樹令|令級 I~cmf I可mFI林種 l摘 要

1‘ 
て25

問8322511193314J、J 2，128 
シラピソ，オオ

40 110 20 16 シラピソを主と15 E四以上 天然林
10 20-290 8-64 5-21 し，コメツガ，

10 トウヒを混生。1守討

ヨ人

5 コメツガを主と
10 1563 

し，形質良好。1 156 180 36 17 
50 7816 ~ 15，632 

20-3∞ X咽以上 8-72 7-20 天然林 カラマツ，シラ1 156 ピソ， トウヒ由主
32 5∞2 

混生。1 157 司，

状区の樹高階別本数表と直径階別本数表を表示すれば第9表，第 10表，濯木層の針葉樹種

本数表，林床植物一覧表を表示すれば第 11表および第 12表，林木配置および樹冠投影図

を示せば第9図となる。

第 11褒 [2. a]帯状区濯木屑コメツガ，シラピソ稚樹本数表

Table 11. Number of T. diversifolia and A. Veitchii in the 
shrub layer of the belt.transect [2. a] 

Distance (m) 距離 O 5 10 15 20 25 30 35 40 

Species 植物名 5 10 15 20 25 30 35 40 45 

T却igadiversifolia コメツガ 3 7 15 23 8 29 23 27 10 

Abies Veitchii シラピソ 1 3 1 1 3 1 

Total 計 3 8 18 24 9 29 26 28 10 

第四表 [2. a]帯状区林床植物一覧表

Table 12. Frequency and cover degree of the plants in the 
belt-transe氾t"[2.a]

Dis飽m;e(m) 距離 O

Species 槙物名 5 

Tsr，司!l"adiversifolia コメツガ + 
Abies Veitchii シラピソ + 

-v，副riniumhirt即時 ウスノキ
Men:::.iesia pentandra 

コヨウラクツツジ

Sasaμnz・αtlata クマイザサ

5 

10 

+ 
1 

10 15 20 

15 20 25 

+ 3 5 
+ + + 

25 30 35 40 45 

30 35 40 45 50 

2 2 1 2 2 

+ 1 1 

十 十

+ 

+ + 

45 Total 

50 
計

36 181 

2 12 

38 193 

F. c.v. 

V 2003 

IV 150 

I 

工

I 

Moss蘇類 5555423443  V6300 
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第 9図 [2.a]帯状区 コメツガ一癖類基群叢

Fig. 9. [2. a] belt-transect in the for郎 tof Tsuga diversifolia 
(T. diversifolia-Moss soc.) 

(2. b]帯状区 (25X5)m2 コメツガーハクサンジャグナグ基群叢 方位 1300，傾斜2

....50，高距2180m， Photo 9. 

本帯状区は本沢温泉の元ι葉動宍iOm，八ガ岳国有林78林班「へ」小班内，小海町と南
牧村との境界尾操L 境界線と登山路の交叉点近くに設定した。樹木限界に遠からぬ本コ

メツガ、林ゆ嵐衝的な尾根から南面する急崖斜面にかけて発達していた。本帯状区のコメツ

ガゆ個体教が多いが，樹高低く 5....lOm，胸高直径15....40cmである。林床には濯木層が

顕著で，高さ 1....1.5mのハクサンシャクナグが優占し，少数のナナカマド，シラピソ，ト

ウヒ，コメツガなどの高木稚樹や，スノキ，オオカメノキなどの濯木を混生する。草本層に

はニツコウザサが多いが，これはシャクナグ叢の周縁に多く，林下全般的にはツルツグ，

イワカガミなどを散生している。醇績は主に転石上にみられるが，前帯状区程著しくない。

本帯状区の樹高階別，胸高直径階別本数を表示すれば，第 13表，第 14表，林床植物一覧

表を表示すれば第 15表，林木配置および樹冠投影図を示せば第 10図となる。

事
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第13表 [2. b]帯状区樹高階別本数表

Table 13. Number of trees in each height grade in the 

belt-transect [2b] 

Height (m) 樹 高 4 6 7 8 9 10 11 1，2 To飽1

Species 植物名 5 7 8 9 10 11 12 13 計

T抑~ga diversifolia コメツガ 1 2 5 3 3 2 1 1 18 

La門!xleptolepisカラマツ (L) 1 1 

万'ceajezoensis var. hondoensis トウヒ (P) 1 1 

‘ Total 計 1 3 5 3 4 2 l 1 20 

第14表 [2. b]帯状区胸高直径階別本数表

Table 14. Number of trees in each diameter grade in the 

belt-transect [2. b] 

B.H.D. (cm) 胸高直径 13 .14 16 17 20 21 22 24 28 30 31 3，2 36 41 Total 

Species 植物名 14 15 17 18 21 22 23 25 29 31 32 33 37 42 計

Tsuga diversifolia コメツガ 2 1 2 1 1 1 1 2 1 2 l 1 1 1 18 

Larix leptolepis カラマツ (L) 1 1 

n-cea jemehn‘ sis var. 
ondoensisトウヒ(P)

1 1 

Total 計 2 2 2 1 1 1 1 2 1 2 1 2 1 1 20 

第15表 [2. b]帯状区林床積物一覧表

Table 15. Frequency and cover degree of the plant in the 

belt-transect [2. b] 

Distance (m) 距 離 O 5 10 15 20 
F. C.V. 

Species 植物名 5 10 15 20 25 

Sorbus commixta ナナカマド + + + + IV 
Abies Veitchii シラピソ + + + E 
Tsuga divers:φlia コメツガ + 工

pic師 jezoensi・'svar. hondoensis トウヒ 十 工

Rhododendron Fauriae ハクサンシャクナゲ 5 5 5 5 4 V 8025 

Vaccinium hirtum ウスノキ + + E 

Vi・burnumルr描伽n オオカメノキ + 工

Sa却 nt量Mηsis ニッロウザサ + + 1 4 5 V 3100 

llez rugosa ツルツゲ 1 1 1 1 + v 4∞ 

Shortia soldanelloides イワカガミ + + + + IV 
Maianthemum dilatatum "7イヅJνソウ + + + E 

Melam次yrumarcuatum ，.カ串ママコナ + 工
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Distance (m) 距 離 。 5 10 15 20 
Species 植物名 5 10 15 20 25 

Pyrola secunda コイチヤクソウ + 
Listera cordata フタパラン + 
Solidago decurrens コガネギク + 

Moss 蘇 類 2 1 + 十

第10図 [2. b]帯状区 コメツガー護軍類基群叢

Fig. 10. [2. b] belt-transect in the forest of Tsuga diversifolia 
(T. diversifolia-Moss soc.) 

3. 万座 Manza(Fig. 11) 

F. c.v. 

I 

工

I 

lV 454 

群馬県南西部に位する万座温泉を中心として，附近の山岳林を見ると， 1800-1900 m 

は亜寒帯林に占められ，針葉樹種の主なものとして，シラピソ，オオシラピソ， トウヒ，

コメツガなどがある。そして広葉樹種としてはダケカンパが多い。

万座山周辺においてコメツガは草津事業区熊四郎山国有林86林班 91林班などに多

く生じているが，本調査で対象としたのは，そのうち熊四郎山国有林 91林班「へJ小班の

コメツガ林であった。上記小班について，森林調査簿表によって森林概況を示すと第16表

となる。

• 



3 メツガ林の群落学的研抱(鎮脳・伊藤・演出 105 

第 11図万座標準地位置図

Fig. 11. Manza 

Table 16. 

第16表 調査小班の森林調査径表

Forest investigation book of th虐 compartment

of sample plot (Manza) 

地

位 l地利|方位

I 

土 壊

輝石安山岩，型軽，
壌，軟，中，潤

小班名
面積

(hal 地

91へ 2.65 コメツガ「
3 sw 

樹 種 林種

ソ
ソ
ガ
ヒ
ツ

ピ'
ピ
ツ

7

1

ウ

シ

ラ

メ

ラ

オオ
シ
コ
ト
カ

天然林
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高距方位2480，傾斜120，コメツガーチシマザサ墓群叢[3. a]帯状区 (40X5)m2 

Photo 8. 1800m， 

本帯状区は万座温泉の西方約1.3km，万座峠への途中で，草津事業区熊四郎山国有林

本帯状区では高木層にコ91林班「へ」小班内，酉面する岩礁上のコメツガ林に設定した。

コメツガは樹メツガの他lとオオシラピソとネコシデやナナカマドなどの混生がみられた。

ネコシデなども最高のものは 13mオオシラピソ，高 7-14m，胸高直径 13-40cmあり，

このササ層には少数の高林床lとは稗高1.5m前後のチシマザサが優占し，に達している。

ヤマソテツを木稚樹や穫木種が散生してる。草本層における種類数は比較的多いけれど，

更に辞類も生じない。本帯状区の樹高階別除いて被度の上から見ると顕著なものはなく，

林床植物一覧表を表示すれば第および胸高直径階別本数を表示すれば第 17表，第 18表，

配置および樹冠投影図を示せば第 12図となる。

第四表 [3. aJ帯状区樹高階別本数表
Table 17. Number of trees in each height grade 

in the belt-transect [3. a] 
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第四袋 [3. a]帯状区胸高直径階別本数表

Table 18. Number of trees in each diameter grade 

in the belt.transect [3. a] 
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第19衰 [3. a]帯状区林床植物一覧表

Table 19. Frequency and cover degree of the plant in 

the be1t-transect [3. a] 

21 (1) 1 1 1 1 1 1 2 2 1 1 1 (1) 1 3 計Total 
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第四図 [3.a]帯状区 コメツガーチシ 7 ザサ基群叢

Fig. 12. [3.a] belt-transect in the forest of Tsuga diversifolia 

(T. dive1吋olia-Sasakurilensis soc.) 
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4. 草津(白根山東南麓)

Southeastern foot of Mt. Shirane， Kusatsu (Fig. 13) 

草津白根山 (2162m)周辺においてコメツガは主として草津事業区 56林班， 58林班の

一部にかけて多い。本調査ではそのうち， 殺生河原近傍， 58林班「な」小班の典型的岩礁

第四図 草湾白根標準地位置図

Fig. 13. Kusatsu-Shirane 

第20表 調査小林班の森林調査鐙表

Table 20. Forest investigation book of the compartment 

。fsample plot (Kusatsu) 

58な

地位 傾位 土壌

火山灰，浅，壌，
堅，乾

小班名
面積

(ha) 

96 

連

E 

ウラジロモミ

コメツガr
カラ 7 ツ

蓄積
(m3) 

13771 
2753~ 6883 
2753) 

種樹種

天然林
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上のコメツガ林を対象とした。上記小林班について，森林調査簿表による森林概況を表示

すれば第 20表となる。なお，本調査地一帯はシャクナゲ群生地として県の天然記念物に指

定きれている。

[4. a)帯状区 (25X5)m2 コメツガーシャクナゲ・ハクサンシャクナゲ基群叢 方位

偲 o 傾斜0。，高距1540m， Photo 10. 

本帯状区ではコメツガの樹高は 7-11m， 胸高直径 18-25cm，なおヒメコマツを 2

本混生するが，コメツガより大きかった。林床では渡木層にシャクナゲ類が優占する。シ

ャクナゲに2種あり，すなわちシャクナゲと，シロパナシャクナゲで，前者は帯状区の前

半部，後者は後半部l乙多い。草木層の発達は不顕著でゴゼンタチバナとイワカガミが散生

する程度である。本帯状区の樹高および胸高直径階別本数を表示すれば第21表，第 22

表，林床植物一覧表を表示すれば第23表，林木配置および樹冠投影図を示せば第 14図

となる。

第a表 [4. a]帯状区樹高階別本数表
Table 21. Number of trees in each height grade 

in the belt-transect [4. a] 

Height (m) 樹 高 4 T 8 9 10 12 To旬l

Species 植物名 5 8 9 10 11 13 計

Tsuga diver叫folia コメツガ 2 1 4 1 8 

Pinus J唱rviflora ヒメコマツ (Pp) 1 1 2 

Rhus trichocarμ ヤマウルシ (Rt) I 1 

To阻l計 1 2 1 4 2 l 11 

第盟事提 [4. a]帯状区胸高直径階別本数表

Table 22. Number of tr舵 sin each diameter grade 
in the belt.transect [4. a] 

B.H.D (cm) 胸高直径 8 18 21 22 23 24 27 41 To回l

Species 植物名 9 19 22 23 24 25 28 42 計

Tsuga diversifolia コメツガ 1 l 2 3 1 8 

Pinusμ閉伊ora ヒメコマツ (Pp) 1 1 2 

Rhus trichocaゆ叫 ヤマウルシ(Rt) 1 1 

To旬l計 1 1 l 2 3 1 1 1 11 
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第23表 [4. a]宇野状区林床植物一覧表

Table 23. Frequency and cover degree of the plants 

in the belt司transect[4. a]. 

Distance (m) 離 距 O 5 10 15 20 
F. 

Species 植物名 5 10 15 20 25 

Acanthopan辺IXsciadophylloides コシアプラ + 工

Rhododendron Metlernichii var. pentamerttm 5 5 3 3 5 V 
シャクナゲ

Rhododendron Fattriae 、クサンシャクナゲ 1 1 4 5 3 V 

Clethra baγbinervis リョウプ 1 + + E 
Vaccinium hirtum ウスノキ + + E 
V iburnum funatum オオカメノキ + + E 
Leucothoe Grayana ハナヒリノキ + I 

Enkianthus campanulatus サラサドウダン + 工
Ilex Sugeroki アカミノイヌツゲ + 工

Cornus canadensis ゴゼンタチパナ + + II 

Shortia soldanelloides イワカガミ + + II 

第14図 [4. a]帯状区 コメツガーシャクナゲ・ハクサンシャクナゲ基群叢

Fig. 14. [4. a] belt-transect in the forest of Tsuga diversifolia 
(T. diversifolia-Rhododendron Metternichii var.ρenta-
merum.R. Fauriae soc.) 

5. 栃木県日光 Nikko (Fig. 15) 

C.V. 

57関

39田

1∞ 

日光のコメツガ林l乙関し，初めて SARG凶 Tは， 1894年その著“ForestFlora of ]apan''> 

l乙写真入りで紹介した。 次いで 1906年三好博士は“日本植物景観第5集"に写真を示し，

1916年 WILSONもこれを記述した。乙れから後，奥田光のコメツガ林は非常に有名とな

った。伊藤洋博士(1936)，とより，日光山麓のコメツガの分布を見ると，男体白根山葉では

， 
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500--1600~2400--2500rn間に分布し， コメツガ・ダケカンパー，シラベ・コメツガ・ダ

ケカンパー，オオシラビソ・ダケカンパ林の 3群落を認めており，湯元附近lζコメツガー

ササ群叢を認めている。

舘脇は 1961年6月，横溝と共に富士見峠に新らたに開設された林道を通り，非常に興

味あるコメツガ林の群落相を見出し，周年7月，横溝は辻井と共にこれが解析を試みたが，

清滝から富士見峠林道は日本において最も変化あるコメツガ林の群落相を観察することの

できるノレートであろう。

l5. a)帯状区 (35X5)rn2 コメツガーシャクナゲ基群叢方位 100，傾斜400，高距

1800 rn， Photo 11. 

4帯状区は同じ一連の斜面上にあるが，本帯状区はそのもっとも東端に位置する。高

距は約 1800rn。一方は富士見峠への道路に，一方は東に切れ乙んだ急崖に区切られたや

や狭長な帯状地であって露岩が多い。コメツガの樹高は 14~16rnのものが多く，胸高直

径は 24~40crn。 枯損木は 45%に達し， 諸例中もっとも多い。 その半数はいわゆる立枯

れで，比較的新しいものである。林冠は不完全で林内は明るい。林床優占種はシャクナゲ

で他にハクサンシャクナゲ，サラサドウダンなどを少量混生する。草本層にはニツコウザ

サ，セリパオウレン，ゴゼンタチバナがあり，醇類がやや目立つている。上半部に枯損木

多く，林冠の疎開が目立つことは興味深い事実である。本帯状区の林木配置および樹冠投

影図を示せば第 16図，樹高および胸高直径階別本数を表示すれば第 24，25表，林床植物

一覧表を表示せば第26表となる。

" 

第24表 [5. a]帯状区樹高階E日本数表

Table 24. Number of trees in each height grade in the belt-transect [5. a] 

Height (m) 樹 高 13 14 15 16 17 Total 
計Species 植物名 14 15 16 17 18 

Tsuga diversifolia コメツガ 2(2) 8 2 (1) 1 (2) 1 14(5) 

Sorbus commixta ナナカ 7 ド(S) 1 1 

Total 計 2(2) 8 3 (1) 1 (2) 1 15(5) 

第25表 [5. a]帯状区胸高直径階別本数表

Table 25. Number of trees in each diameter grade in the belt-transect [5. a] 

B.H.D. (cm) 胸高直径

Spe氾ies 植物名
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第26表 [5. a]帯状区林床植物一覧表

Table 26. Frequency and cover degree of the plants 

the belt-transect [5. a]. 

Distance (m) 離 距 。5 10 15 20 25 30 
F. c.v. 

Species 植物名 5 10 15 20 25 30 35 

Tsuga diversifolia コメツガ 1 1 1 E 214 

Ahies Veitchii シラピソ 1 工 71 
Sorbus commixta ナナカマド + + + + III 
Acer仰lmatumvar. Matsu抑制raeヤマモミジ + I 

~ 
Rhododendron Metternichii 

var.ρentamerum シャクナゲ 5 5 4 5 5 4 5 V 8036 

Rhododendron Fauriae ハクサンシャクナゲ 1 l 1 1 2 2 lV 78~ 
Enkianthus campanulatus サラサドウダン 1 1 1 + 1 lV 286 

Cornus canadensis ゴゼンタチバナ 1 1 1 ・ + + + V 214 

Sasa nikoensis ニツコウサザ 111  +++  1 V 286 

Coptis japonica var. dissecta セリパオウレン I 

Coptis trifolia ミツバオウレン
Streptopus streptopoi・desvar. japonicus 

タケシマラン

1 1 v

E

V

 

+
1
+
 

1
+
+
 

十

十

+

+
 

286 

71 

+ + + 

Rumohra mutica シノプカグマ 1 ++++1V  71 

III 214 Moss蘇類 1 1 1 

o 

第16図 [5. b]帯状区 コメツガーシャクナゲ基群叢

Fig. 16. [5.a] belt-transect in the forest of Tsuga diversifolia (Tsuga 
diτ!ersifolia-Rhododendron Metternichii var. penωmerum soc.) 
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高度方位 100，傾斜40，コメツガーニツコウザサ基群叢帯状区 (50X5)m2 

Photo 12. 

[5. b] 

1820m， 

混生樹種はダケカツパの内やや南西に設定した。l 本帯状区は [5.c]帯状区の更に下方，

コメツガは樹高 12-19m，胸高直径 18-36cmのものが多く，後述の 2帯状区よりみで，

同様に古い株が大林木は大きくなる。枯損木は約32%で [5.a]と同じく非常に多いが，

部分である。林冠は後2者に比べて間隙がある。濯木層lとはコメツガ幼樹がごく少数ある

なお若干の醇類が他みるべきものはない。林床には低いニツコウザサが圧倒的であるが，

ーサラサドウ

アオジクスノキなどの木本類がある。本帯状区の林木配置および樹冠投影図を示せ

ば第 17図，樹高および胸高直径階別本数を表示すれば第27表および第 28表，林床植物ー

コヨウラクツツジ，コミネカエデ，ナナカマド，そしてコメツガ，みられる。

ダン，

覧を表示すれば第29表となる。

第'n表 [5. .b]帯状区樹高階別本数表

Table 27. Number of trees in each height grade 
in the belt.transect [5. b] 
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第28表 [5. b]帯状区胸高直径階別本数表

Table 28. Number of trees in each diameter grade 

in the belt.transect [5. b] 
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第m表 [5. b]帯状区林床植物一覧表
Table 29. Freヨuencyand cover degree of the plants 

in the belt.transect [5. b] 
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Distance (m) 距 離 O 5 W lli a ~ 00 ~ ~ ~ 

Species 植物名
! F. C.y 

5 W lli a ~ 00 ~ ~ ~ ~ 

Menziesia pentandra コヨウラクツツジ + + . I 
Vaccinium Yatahei アオジクスノキ + + 工
Enkianthus campanulatus + 工

サラサドウダン
ーー・・骨伺同..園時国・・・聞----咽四園開四・一一 ・・・・ー晶晶晶・a・・a・a・・a・・・・・・a・・・・・a・・a・・a・・

Cornus canadensis ゴゼンタチパナ 1 1 1 l + + + + + 1 V 250 

Saιaπikoensis ニッコウサザ 5 5 4 4 4 4 3 3 3 5 V 62~ 

OCompztlizs s ACetosdla コミヤ 7 カタノマミ + + + 1 + + + + + 1 V 1∞ 
japonica var. dissecta + + + 1 + + + + + 1 V 1∞ セリノマオウレン

Str，φωopus streptopoides var.タjケapシonマz・cラusン + + + + + + + + + v 
Carex sachalinensis var. longiuscula + + + + ミヤ 7 アオスゲ

Rumohra mutica シノプカグ7 + + 

Moss 蘇

。

類 十++ 1 1 1 1 1 1 

第四図 [5.b]帯状区 コメツガーニツコウサザ基群叢

Fig. 17. [5.ち]belt-transect in the forest of Tsuga diversifolia 
(Tsuga diverszfolia-Sasa nikoensis soc.) 

E 

+ II 

1 V 350 
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[5. c)帯状区 (50x5)m2 コメツガーミヤマアオスゲ基群叢 方位200，傾斜ア，高

度 1930m， Photo 13. 

本帯状区の位置は後記 [5.d]帯状区よりやや低いが，同一斜面にあり，その方向，傾

斜，起伏などの諸条件はほとんど同一である。ただし，林床lと露岩がやや多くみとめられ

た。混生樹種はダケカンパとトウヒのみで，コメツガは樹高さ 14--17m，胸高直径30--基4

cmのものが多く，後記する [5.d)帯状区よりもひとまわり大きい。枯損木は約30%で葬

常に多いが，いずれも古いもので，欝閉率は低くない。林内照度は [5.d)帯状区lζ比べて

やや明るいようである。濯木層lこはコメツガの幼樹を散在するのみでその他の要素はな

い。草本層iζはミヤマアオスゲが優占するが，部分的iζスゲの少ないところでは醇類が乙

れに代わる。 本帯状区の林木配置および樹冠投影図を示せば第 18図， 樹高および胸高直

径階別本数を表示すれば第 30表，第 31表，林床植物一覧表を表示せば第 32表となる。

ー

第30表 [5. c]帯状区樹高階別本数表

Table 30. Number of trees in each height grade in the belt-transect [5. c] 

Height (m) 樹 高 12 13 14 15 16 17 To切l
計Species 植物名 13 14 15 16 17 18 

T附~a diversifolia コメツガ 3 7 5 6 n 
Betula E門nant ダケカンパ (B) l 1 1 l 4 
ぉiceajezoensis var. hondoensis トウヒ (P) 1 l 

Total 計 1 3 8 7 7 21 

第31表 [5. c]帯状区胸高直径階別本数表

Table 31. Number of trees in each diameter grade in' the belt・transect[5. c] 

B.H.D. (cm)胸高直径

Species 植物名
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 Tsuga diversifolia コメツガ 1 2 2 4 1 2 1 2 121  111  22 

Betula Ermani ダケカンパ 1 ・ 2 1 ・ 4 

P(c印 jezoensisvar. hondoensis トウヒ 1 1 

Total 計 1 3 2 5 3 2 1 222  1 1 1 1 zl 

第担表 [5. c]事惨状区林床植物一覧表

Table 32. Frequency and cover degree of the plants 

in the belt-transect [5. c]. 

Distance (m) 康 離 。5 10 15 20 25 30 35 40 45 
F. C.V. 

Species 植物名 5 ro ~ 20 ~ 30 ~ 40 ~ ~ 

Tsuga diversifolia コメツガ 1 1 2 3 1 2 2 2 3 l V 1650 
Sorbus commixta ナナカ 7 ド 1 1 1 1 1 1 E 筑)0

Abies Veitchii シラピソ + + + E 
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c.v. 
Speci四植物名

火h配1山台胃dronMette1胃 ichii + 1 1 + 2 2 ・・ 11 1V 550 var. tentamerum シャクナゲ
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C07胃usιmぬdensis ゴゼンタチバナ 1 + + + + + ・ ・ ・ 1 lV 1∞ 
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第四図 β.c1帯状区 コメツガーミヤ 7 アオズゲ基群叢

Fig. 18. [5. c] belt.transect in the forest of Tsuga diverszfolia (Tsuga 
diversifolia-Carex sachalinensis var. long叫 sculasoc.) 
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高度 1980in，方位。。，，傾斜70，コメツガー醇類基群叢[50 d)帯状区 (50X5)m2 

Photo 140 

やや起伏のあるゆるやかな南向斜面で，径40niから 80mの醇類林床を本帯状区は，

ミズメトウヒ，シラビソ，有するところにとった。混生樹種としては少数のダケカンノイ，

枯損木

は少なく， 10%以下で林内照度はかなり低い。濯木層l乙若干のジラピソおよびコメツガ

胸高直径30cm前後のものが多い。コメツガは主として樹高 13-15m，がある。

の幼樹がある。林床の優占種は醇類であるが，平均優占度はで比較的低い。醇類l乙次いで

はスグ類がやや優占である。本帯状区の林木配置および樹冠投影図を図示すれば第 19図， e 

樹高および胸高直径階別本数を表示すれば第33表および第 34表，林床植物一覧表を表示

すれば第 35表となる。

第33表 [50 d]帯状区樹高階別本表

Number of trees in each height grade in the belt-transect [50 d] Table 33. 

To.taL 
計

p
o
p‘ヴ，

1
ム

:
0
2
A

R
U

・(
a
u

噌

A
ー
ー
唱
よ

4
!
F
U
 

噌

E
ム
ー
ー
唱
E
A

9
u

・1ω
A川
宮

司
ム
、

4
'
i

ヮ“
h
l
q
d

可よ

!
t
唱

i

高樹Height (m) 

名

Tsuga diversifolia コメツガ

Betula Ermani ダケカンパ (B)

Bo grossa ミズメ (Bg)

Al;ies Veitchii シラピソ (A)
Picea jezoensお varohondoe町 isトウヒ (P)

23(1) 

7 

1 

1 

1 

2 

2 

2 

1 

n
u
d

唱

i
τ
ム
T
i
1晶

8 (1) 

2 

2 

1 

物植Species 

~(1) 
同圃園田

4 

第34表 [50 d]帯状区胸高直径階別本数表
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第35衰 [50 d]帯状区林床植物一覧表

Table 35. Frequency and cover degree of the plants 
in the belt-transect [50 d] 
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Distance (m) 距 離 。5 W lli a ~ 00 ~ ~ ~ 
F. C.V. 

Species 植物名 5 W lli a ~ 00 ~ ~ ~ 00 

Rhododendron Fauriae 
1 工 00 

ハクサンシャクナゲ
Vaccinium Yatabei アオジクスノキ + 工

--.:-:. .. 、-_:._;:.:.幅一一----~------・自国司齢圃.開骨骨胆司『・ーーーーーー一一一一一一一~ー・}ーー・ーーーーー{園町一ー一一一ー一一一一一一日a幽園一・・・・ー・時間伊.----.一一ー一ー一一ーー一一一一一一一一一一一一一ー一一ー一一一一一一一四・一一一-

Cornus canvdensis ゴゼンタチパナ 十++ + + 1 + + + 
Carex sachalinensis var. longiuscula 1 1 1 1 + l 1 1 1 ミヤマアオスゲ
Coptis japonica var. dissecta 1 + + l + + + + セリノぜオウレン

OxaJis Acetosella コミヤ 7 カタパミ 1 + + + 
Coptis trifolia ミツバオウレン 十十++ 
Maianthmum dilatatum "'7イヅJレソウ + + 
Monotroμstorum globosum + ギンリョウソウ

Lycopodium serratum トウゲシパ + 1 1 l 十++ 
Rumohra mutica シノブカグマ + + + + 
Moss 醇 類 2 2 2 2 2 2 2 2 2 

。

第四図 [5.d]帯状区 コメツガー蘇類類基群叢

Fig. 19. [5. d] belt‘transect in the forest of Tsuga diversifolia 

(T. diversifo均一Mosssoc.l 

1 V 100 

2 V 575 

1 V 100 

1 1II 100 

E 

工

工

E 100 

E 

3 V 1900 
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[5. e]帯状区 (35X5)ぱ コメツガー(オオシラピソ)基群叢方位 180
0
，傾斜16

0
，高

距 1950m， photo 15. 

本帯状区は富士見峠の下方約500m，小真名子山 (2322.9m)東斜面上， 高距 1950m

野州原林道沿に設定した。 本帯状区では高木層の樹高は略斉一で 13-14m，胸高直径

22-42cm，コメッガ優占し，僅少数のダケカンパを混ずるのみである。 林下は 0.5-5m

層にオオシラピソ，コメツガ，シラビソの幼稚樹密生がしている。本数からみると，オオ

シラピソが97本で最も多く，ついでコメッガ36本， シラピソは最も少く 16本である。

またこれら幼稚樹の樹高別の分布をみると， オオシラピソでは樹高 1-2mのものが最も

多く約半数の 45本があり，ついで 0-lm，2-3m， 3-4m， 4-5mの順となる。コメツ

ガではその 90%以上は 0-lmにあり， 2m以上のものは皆無である。シラピソはオオシ

ラピソ同様 1-2mのものが最も多く約60%，10本あり，ついで 2-3m，0-lm の順で

3m以上の高さのものはない。林床植物には上記3種以外に量的に顕著なものはないが，

主なる所生妄素を挙げれば，高木幼稚樹としてはナナカマド，ダケカンノイ，潅木層にはハ

クサンシャクナゲ，コヨウラクツツジ，草本層にはゴゼンタチパナ，コミヤマカタパし

ミヤマアオスゲ，コノぜノイチャクソウ，マイヅ1レゾウ，セリパオウレン，カニコウモリ，

タケシマラン， シノブカグマ， トウゲシパなどである。なお倒木や地表上には醇類種が

被度 1-2程度にみられる。

本帯状区の林木配置および樹冠投影図を示せば第20図， 樹高および胸高直径階別本

数を表示すれば第 36表および第 37表，林床針葉高木幼稚樹(オオシラピソ，コメツガ，シ

ラピソ)分布を表示すれば第 38表，また林床植物一覧表を表示すれば第 39表となる。

第36表 [5. e]帯状区樹高階別本数表

Table 36. Number of trees in each height grade in the belt.transect [5. e] 

Height (m) 樹 高
13 14 

Species 積物名

Tsuga diversifolia コメツガ 5 7 

Betula Ermani ダケカンパ (BE) 1 

Total 計 5 8 

第37表 [5.e]帯状区胸高直径階別本数表

Total 
計

12 

1 

13 

Table 37. Number of trees in each diameter grade in the [5. e] belt-transect 

B.H.D. (cm) 胸高直径 20 22 24 26 32 34 38 40 44 48 Tot.aI 
ゐ計Species 植物名 22 24 26 28 34 36 40 42 46 

Tsuga diversifolia コメツガ 1 1 1 1 2 2 l 2 1 12 

Betula Ermani ダケカンノイ (BE) 1 1 

Total 計 1 1 1 1 1 2 2 1 2 1 13 

• 
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第38表 3針葉樹種幼稚樹木数分布表

Table 38. Number of seedlings and saplings of the 3 

conifers in the belt-transect [5. e] 

のsaw霊樟
Distance (m) 距離 O 5 10 15 20 25 30 Tota! 

計Height (m) 高さ 5 10 15 20 25 30 35 

。-1  3 1 1 4 9 8 3 29 

3 ミ
1 ~ 2 7 5 4 7 5 4 13 45 

2 ~ 3 4 1 1 2 O 4 5 17 

3 - 4 O 1 。 2 1 1 。 5 

s て 4 ~ 5 O 。 1 。 。 O O 1 

Total 計 14 8 7 15 15 17 21 97 

長

。~ 1 。 。 3 8 2 5 5 32 

1 ~ 2 。 O 。 O 3 O 1 4 

2 ~ 5 。 。 。 。 O 。 。 。
Tota! 計 O 。 3 8 5 5 6 36 

O ー 1 O O 。 。 O 。 1 1 

ー与き喧 l 四 2 O l 1 O 5 1 2 10 

2 M 3 。 O O O 1 3 l 5 

3 同 5 。 O 。 O O O O O 

Total 計 O 4 I l 。 6 4 4 16 
、~.

“ 

第39表林床植物一覧表

Table 39. Frequency and cover degree of the 
plants in tbe belt-transect [5. e] 

'お

t
m剖
'

C.v. F. 
内

U
P
L
b

Q
d
巴

t
q
o

凸
り

p
L
h
u

ヮ“
!
4
0ム

F
b
'
t
0
 

1
A
-
4
9
“
 

A
V
・
【

Fb

t
A
守

!
t
yム

5
t
m
 

n
u

、，i
b

離距Distance (m) 

名

Abies Mariesii オオシラピソ

Abies Veitchii シラベ

Tsuga diversifolia コメツガ

Sorるuscommixta ナナカ 7 ド

Betula Ermani ダケカンパ

1
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0
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lV 
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2 

5 

3 

2 

5 

3 

2 

5 

2 

3 

1 

+ 

3 

1 

5 

物植Species 

lV 

I 

+ + 
+ 
+ + + 

Rhododendran. Fauriae ハクサンシャクナゲ ・ + 
Menziesia pentandra コヨウラクツツジ ・ ・ + 
Vaccinium Yatabei 7"オジクスノキ ・ ・+ 1 

Cornus canadensis ゴゼンタチパナ ・ + + +・ ・ + m 

I 

I 

215 

72 

v 

lV 

+ 1 + 
1 

1 

+ 
+ 
+ 

1 

+ 
+ 
+ 

Oxalis Aatosella コミヤマカタパミ
Carex Sachalinensis var. longiuscula 

ミヤマアオスゲ
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Distance (m) 距 離 O 5 10 15 20 25 
I 

Species 植物名 5 10 15 20 25 30 

乃rolaalpina コパノイチヤクソウ 1 

Mωanthvηum dilatatum <'イヅノレソウ + 十 + 十
Coptis japonica var. dissecfa セリパオウレン + + + + 
Cacalia adenostyloides カニコウモリ + + + 
Streptopus streptopoides var. japonicus + + + + タケシマラン

Coptis trifolia ミツバオウレン + 
Listera cordata フタパラン + 
Monotropastorum globosum ギンリョウソウ + 

Rumohra mutica シノプカグマ + 1 + + + 
Lycφodium serratum トウゲシパ + + + + 
Mecodium W rightii コケシノブ

Mosss 蘇 類 + 2 2 l l 2 

q 

第m図 [5.e]帯状区 コメツガー(オオシラピソ)基群叢
Fig. 20. [5. e] belt-transect in forest of Tsuga diversifoila 

(T. diversifolia-[Abies Mariesit1 soc.) 

30 
F. C.V. 

35 

工 72 
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+ 工
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[5. fi帯状区 (30X5)m2 コメツガー(アスナロ)基群叢 方位 3000，傾斜O。，高距

1580m. 

本帯状区は三岳湯の湖側麓面，三岳林道に沿った高距 1580m，奥日光国有林1072林

班中下層lとアスナロ幼樹の優占している林分に設定した。上層はコメツガが優占して他種

を混ぜず，コメツガは樹高20-26m，胸高直径32-66cmである。下層 (10-5m)にはア

スナロ幼樹の他シラピソが見られる。林下 (5m以下)はほとんどアスナロ，コメツガ，シ

ラピソなどの針葉幼稚樹で被覆され，濯木種はなく，シダ類として僅かに 1種サカゲイノ

デが散生しているにすぎない。

ヌド帯状区の林木配置および樹冠投影図を示せば第 21図， 樹高および胸高直径階別本

数を表示すれば第 40表および第 41表，林床植物一覧表を表示すれば第 42表となる。

第40表 [5. f]帯状区樹高階別本数表

Table 40. Number of trees in each height grade in the belt-transect [5. f] 

Height (m) 樹 高 4 6 8 10 20 22 24 Total 

Species 植物名 6 8 10 12 22 24 26 計

Tsuga diversifolia コメツガ 1 4 5 10 

Thujopsis dolabrata アスナロ (Td) 2 2 1 5 

Abies Veitchii シラピソ (A) 1 1 2 

Total 計 1 2 3 1 1 4 5 17 

第41表 [5. f]帯状区胸高直径階別本数表

Table 41. Number of trees in each diameter grade in the belt-transect [5. f] 

B.H.D (cm) 胸高直径 8 10 ~ M a ~ a << 00 ~ a ~ ~ T~I 

Species 植物名 10 12 14 16 22 34 40 46 52 54 58 64 66 計

Tsuga diversifolia コメツガ 1 1 1 2 1 1 2 1 10 

Thujopsis dolabrata アスナロ (Td)・ 3 1 1 5 

Abies Ve位hii シラピソ (A) 1 1 2 

To旬l計 1 3 1 l 1 l 1 1 2 1 1 2 1 17 

第42表 [5. f]帯状区林床積物一覧表

Table 42. Frequency and cover degree of the plants in the belt-transect [5. f] 

Distance (m) 距 離 。 5 10 15 20 25 
F. c.v. 

Species 植物名 5 10 15 20 25 30 

Thujo.ρ'sis dolabrata アスナロ 4 4 3 2 3 2 V 3916 

Tsuga diversifolia コメツガ 1 1 1 E 250 

Abies Veitchii シラピソ 1 1 + E 166 

Polystichum retrosoヂaleaceum
+ + 十 E 

ザカゲイノデ
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第21図 [5. f]帯状区 コメツガ (アスナロ)基群叢

Fig. 21. [5. f] belt-transect in forest of Tsuga diversifolia 
(T.diversifolia-[Thujoposis dolabratal soc.) 

[5. gJ帯状区 (40X5)m2 コメツガーチシマザサ基群叢 方位130.，傾斜 10"，荷距

1680m. 

三岳林道終点より刈込湖に至る小径の途中には大径木に富む比較的端正なコメツガ林

を見ることができるo 本帯状区は，式.IJ込湖の西方約300m，奥日光国有林1伯7林班iζ設定

した。上層はコメツガが優占し，樹高 22-24m，胸高直径42-72cm，下層 (10-5m)に

はコメツガの他アサノハカエデを見る。林下には稗高 105m前後のチシマザサ優占し，他

に木本種としてはコメツガ，オオカメノキ，ハリブキ，草本層にはハクモウイノデ，オク

ノカンスゲ，シノフカグマなどを見るにすぎない。

本帯状区の林木配置および樹冠投影図を示せば第22図，樹高および胸高直径階別本

数を表示すれば第 43表および第 44表，林床植物一覧表を表示すれば第45表となる。



第45表 [5.g]帯状区林床植物名一覧表

Table 45. Frequency and cover degree of the plants 

in the belt-transect [5. g] 

Distance (m) 距 離 。5 10 15 20 25 
Species 植物名 5 10 15 20 25 30 

Tsuga diversifolia コメツガ + 1 十 十

Oplopanax Japoni， 1 1 十 十

Viburnum furcatum オオカメノキ 1 

Sasa kurilensis チシマザサ 5 5 5 5 5 5 

Car.ιx foliosissima オクノカンスゲ + + 
Galium paradoxum ミヤマムグラ 十

Oxalis Acetosella コミヤ 7 カタバミ 十

Athyrium pycnosorum ハクモウイノデ + + 
Rumohra mutica シノブカグマ + + 十 + + 
Dη10ρ'teヲゼ~s crassirhizoma オシダ + 

30 35 
F. C.V. 

35 40 

十 + IV 62 

E 125 

I 62 

5 5 V 8750 

十 1 ]][ 62 

十 I 

I 

+ 1 E 62 

+ IV 

I 
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第盟図 [5. g]帯状区 コメツガーチシ 7 ザサ基群叢

Fig. 22. [5. g] belt-transect in forest of Tsuga diversifolia 
(T. diversifolia-Sasa kurilensis soc.) 

[5. h]帯状区 (30X5)m2 コメツガー(コメツガ・シラビソ)基群叢 方位N，傾斜

180，高距 1840m， Photo. 16. 

奥日光湯元周辺では三岳 (1944.8m)や温泉岳 (2322.9m)の金精沢に沿った斜面など

にコメッガ林が比較的よく保存されている。本帯状区は前記金精沢に沿った温泉岳の尾

根つづき南西斜面，奥日光国有林 1092林班で，金精峠l乙近い高距 1840mの地点に設定し

た。本帯状区はコメツガの下をコメツガ，シラビソの幼稚樹が占めている余り例の多くな

い林分の一つである。

上層にはコメツガ優占し，樹高6-16m，胸高直径10-58cm，混交種は 14m層に僅

少数のダケカンパのみである。林下は 0.5-1.5m層にコメツガ，シラビソの幼稚樹密生し

ているが，なおナナカマドが全体に亘って分布している。潅木種，草本種など林床所生要

ぶにはみるべきものはない。 本帯状区の林木配置および樹冠投影図を示せば第 23図，樹
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高および胸高直径の階別本数を表示すれば第 46表および第 47表，林床植物一覧表を示表

すれば第 43表となる。

第 46表 [5. h]帯状区樹高階別本数表

Table 46. Number of trees in each height grade 

in the belt-transect [5. h] 
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第47表 [5. h]帯状区胸高直径階別本数表

Ta ble 47. N um ber of trees in each diameter grade 
in the be!t-transect [5. h] 
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第48表 [5. h)帯状区林床植物一覧表

Table 48. frequency and Cover degree of the p!ants 
in the belt-transect [5 h] 
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Cornus canadensis ゴゼンタチパナ + 
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第23図 [5. h]帯状区 コメツガー(コメツガ・シラピソ)基群叢

Fig. 23. [5. h] belt-transect in forest of Tsuga diversifolia 
(T. diver叫んlia-[T.div例 ifoliaAbies Veitchii] soc.) 

[5. i]帯状区 (30X5)m2 コメツガ一(コメツガ)一蘇類基群叢方位 3300 傾斜Oo，高

距 2140m.

本帯状区は太郎山 (2367.5m)三角点の西方約750m， 山王帽子山 (2085m)に伸びて

いる尾根上高距2140mの地点に設定した。上層は主にコメツガよりなり，僅少数のシラ

ビソやダケカンパを混ずる。樹高 10-16m，胸高直径20-50cm，また 10m以下の層に

おいてもコメツガ以外に混生樹種は存しない。 林床は 0.5-1mのコメツガ， シラビソな

どの幼稚樹の他に蘇類，ゴゼンタチバナ，シノブカグマなどがやや顕著な種類であるが，

概括的に林床は蘇類で代表されると思われる。上記種類の他主な所生要素を挙げれば，高

木幼稚樹としてはナナカマド，濯木種としてはコヨウラクツツジ，ハクサンシャクナゲ，

オオカメノキ，草本種としてはカニコウモリ，ミヤマカタバミ，オウレン，タケシマラン，

イチョウランなどがある。

本帯状区の林木配置および樹冠投影図を示せば第 24図，樹高および胸高直径の階別

本数を表示すれば第49表および第 50表，林床植物一覧表を表示すれば第51表となる。
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第49表 [5. i]帯状区樹高階別本数表

Table 49. Number of trees in each height grade 
in the belt-transect [5. i) 
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第 50表 [5. i)帯状区胸高直径階別本数表

Table 50. Number of trees in each diameter grade 
in the belt司transect[5. i) 
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第51衰 [5. i)帯状区林床植物一覧表

Table 51. frequencyand Cover degree of the plants 
in the belt-transect [5. i) 
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Distance (m) 距 離 。 5 10 15 m 25 
Species 植物名 5 10 15 20 25 30 

Cacalia adenostyloid.凸 カニコウモリ + + 2 l 

Oxalis Acetosella コミヤ 7 カタバミ 1 1 + 1 十
乃ro/aaかzna コイチヤクソウ 1 
Streptopus streptopoides var. japonicus 

1 
タケシマラン

Dactylostalix ringens イチョウラン 1 

Maianthemum dilatatum <"イヅノレソウ + + 
Carex sachalinensis var. longiuscula 

+ + ミヤマアオゲス

Smilacina japonica ユキザサ + 

Rumohra mutica シノブカグ 7 1 2 1 + 3 2 
Lastrea Phegopteris ミヤ 7 ワラビ + 

Moss 覇軍 類 3 3 2 2 

第24図 [5. i]帯状区 コメツガー(コメツガ)一蘇類基群叢

Fig. 24. [5. i] belt-transect in the forest of Tsuga diversぴalia
(T. diversifoli・"a-[T.diversifolia]--Moss soc.) 
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考察

1. 群落分類

今回の研究からと従来の研究を総括し，コメツガ純林の群落を分類してみると，つぎ

のようになる。

基 群 叢 名 群叢名 林床明

コメツガー醇類

コメツガー(コメツガ)ー辞類 )蘇 類 現 (M)

コメツガーマイヅJレソウ

コメツガー(オオシラビソ)
コメツガー蘇類

コメツガー(アスナロ)

コメツガー(コメツガ・シラビソ)

コメツガーミヤマアオスゲ コメツガースゲ類 ス ゲ 型 (C)

…-…1 コメツガーシャクナゲ コメツガーシャクナゲ類 シャクナゲ、n'~ (R) 
コメツガーシャクナゲ・ハクサ
ンシャクナゲ

コメツガーチシマザサ

!日ツー

コメツガーニツコウザサ
7¥'t (S) サ・サ

コメツガークマイザサ

コメツガースズタケ

醇類型はコメツガ林の代表的な群落で，その最も典型的な群落は八ガ岳 [2.a]，シャク

ナグ型は草津[4.a]，ササ型は万座 [3.a]，スグ型は日光 [5.c]で好例が観察された。 林床

l乙コメツガ自身，あるいはオオシラビソ，シラビソ，アスナロなど針葉樹種の幼稚樹の優

占している群落は林床型としては醇類型と区別されようが，群落分類からは一応コメツガ

一群類群叢に入れられるべきものと考える。

乙うして配列してみると， コメツガ林は土地的環境からみたアカエゾマツ林設の岩礁

系と実lとよく似た点がある。またコメツガ林を林床優占植物とあわせ考え，林床型から群

落更行を考察すると，蘇類型→スグ型→ササ型，あるいは醇類型→シャクナグ型，蘇類型

→幼稚樹型となるようである。

調査帯状区を上記林床型に従って配列し，高度との関係を示せば第52表となる。

キ舘脇操:アカエゾ7 ツ林の群落学的研究，北大演習林研究報告 13-2.(1944) 
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2. コメツガ林の層階構成

本論文で取扱ったコメツガ林の層階構成を図示すると第 25図となる。 また層階構成

を解析すると下記するようになる。

附t.Fuji 

Manza 

H蝿a也u

m ぉ岡

， • Nikko 

i. 高木層

lZlI塁mHe伽印刷S加dSos. loyer ~ Presence of Shrub layer 
E二二コ P附蜘個 ofT憎 l削 _0印刷nantpre蜘 ce
A: Abiu T: T.印Igadiv，間 folia T d : Thujopsis do!abrata 
R: Rhododt7ldro71 sp. 5: Sasa sp. C': Carez sp. M: M師 sp

第25図森林階層の範囲

Fig. 25. Stratification diagram 

純度の高い林分を取扱ったので，もちろんコメツガが優占している。その林分高は大

体高所で低いし，また岩石がよく露出しているような所でも一般に低い。混交樹種は周辺

の条件によっているので，高所Iこ行くとダケカンパの混在が自につくであろう。高木層lと

生ずる植物を一覧表l乙示せば第 53表となる。

ii. 低高木層

低高木層で顕著なのはシラビソとコメツガである。これは群落更行に関する一つの目

安にもなろう。ナナカマドは樹冠が不均衡になった時に混入してくることが多い。草津

[4. a]の例で，ヤマウルシが入っているのは高度の関係からで， 他のところにはない。低

高木層に生ずる植物を一覧表に示せば第54表となる。
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第時表高木屑出現種

Table 53. Plants occured in the 'tree layer 

ype of the underlayer 
林床型

M平 Co* Rキ Sホ C本
~・E・内圃園田E同- ，開旬-、-・・、 -掴〆、-旬、

¥¥¥Rese泡rchsite 
¥¥  調査地

1. 2. 5. 5. 2. 4. 5. 3. 5. 5. 
富 八日 日 八章日万 日 日
士 ガ ガ

Spe氾ies¥¥¥ 山 岳光 光 岳津光座 光
~ー一一-----.、『

光

植物名 ¥¥  
[a] [b] [a] [d] [e ] [h] [ i ] [ f ] [b] [a] [a] [a] [g][ b] [c ] 

Tsuga diversifolia コメツガ

Abies Mariesii オオシラピソ

A. Veitchii シラピソ

+ + +十十++ + + + + +十++ 
+・

Larix leptolepis カラマツ

Picω jezoensis var. hondoellsis 
トウヒ

Pinlls parvぴolia ヒメコマツ

setula corylifolia ネコシデ

+ 
+ 

+ 

+ 
+ 

+ 
+ 
+ 

s. Ermani ダケカンパ + + + + + + + 
β'. grossa ミズメ + 
Sorblls commixta ナナカマド + + 

ホ孔1: 恥10ss Co: Sapling of Conifers R : Rhododendron S: Sasa C: Carex 

第 54表低高木層出現植物

Table 54. Plants occured in the lower tree layer 

T示pet瓦雇 ofu云瓦erlayer | M* Coキ Rキ S本 C本
林 床 型 ，---"一一_ ..-----"0一一「戸----.戸~ー『

¥¥D______L  1. 2. 5. 5. 2. 4. 5. 3. 5. 5. ¥¥¥Rese酒rchsite 市

¥ ¥日調査地 iz2日 日 公草日万日日

¥¥  |山岳光 光 岳津光座光
¥¥1ー『 戸ー---一一 一『光
¥¥I  [a] [b] [a] [d] [e ] [h] [ i ] [ f ] [b] [a] [a] [a] [g][ b] [c] 

Species 
植物名

Abies Ma門esii・ オオシラピソ + 
A. Veitchii シラピソ + + + 
Picea jezoensis var. hondoensi・5

トウヒ + 
ThlljOpsis dolabrata アスナロ + 
Tsuga diversifolia コメツガ ・+ 十+ + + + + . 
Bet仰 coryl柿lia ネコシデ

Sorbus coη~mixta ナナカ 7 ド

Rhus trichocarpa ヤ7 ウルシ +・
Acer argllta アサノハカエデ + +・

* M: Moss Co: Sapling of Conifers R : Rhododendron S: Sasa C: Carex 

e 
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~ 

iii. 漕木層

漉木層では優占種を持つ場合と，持たない場合があるが，前者の場合はシャクナグ型

に限られ，その優占種はハクサンシャクナグ，シャクナグである。一般にハクサンシャク

ナグの方が多い。コメツガ林としては標徴種的なものは得られなかったが，ウスノキ類が

比較的多く見られる。ササ層は潅木層のー型と見てもよいが，優占種としてチシマザサ

(万座 [3.a])，ニツコウザサ(日光 [5.b])がある。

高木種で寝木層から草本層にかけて見られるものは，何と云ってもコメツガとシラピ

ソで，所によっては八カ岳 [2.a]，日光 ([5.h]， [5. i])のようにコメッガの多いこともあれ

ば，富士山[1.b]や日光 [5.d]のようにシラビソが多いこともある。日光では時l乙[5.e]や

[5. f]・でみるようにオオシラビソやアスナロ多がいことがある。理論的lこは群落更行 L

コメツガがコメツガで置き換えられる場合も，コメツガがシラビソで置き換えられる場合

も考えられる。 ただし上例のいくつか([1.b]， [2. a]， [5. d])は林床型からみると蘇類型で

ある乙とは注目してよいであろう。ナナカマドは低高木層のところで述べたように，樹冠

蓋のうっ聞が破れた場合に多い。濯木層lこ生ずる植物を一覧表l乙示せば第 55表となる。

第55表潅木屑出現植物

Tahle 55. Plants occured in the shrub layer 

Tyge of ~der Iax;r Mホ Co* R* Sキ C本
林 床 型 |戸一一{一一ー-""一一「戸----戸ー~ー『

¥¥¥Research叫 |12a5245355
1 日 日 八草日万日日

¥ 調査地 l士i ガ ガ
¥¥、 |山岳光 光 岳津光座光光

S戸cies¥¥|

植物名 ¥¥¥"jl訂百][a][d][;]古古寸[f][b][a][a][a][訂12][c]

Abies Ma門おii オオシラピソ

A. Veitchii シラピソ
Picea jezoensis var. hondoensis 

トウヒ

Thujopis dolabrata アスナロ

T細rgadUJersifolia コメツガ

S01・buscommixta ナナカマド
Acer palmatum var. 
iWatおsu附7

A. Ts，釘choゆ咽IOskiμz ミネカエテデ' 

Acanthopanax sciadophylloides 
コシアプラ

+
 

+
+
 

+
 
+
 
+
 

+
+
 

十十+
 

+ 

十

+ +十++ + + +・+

+ + + 十・+・

+・

+十+

+十

+・

十・

十

+ 

+ + 

+・

+ 

+ 

Clethra barbinervis リヨウプ

Enkianthus campanulatus 
サラサドウダン

Leucothoe Grayanaハナヒリノキ

品1enziesi，αpentandra
コヨウラクツツジ +・
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林床型

¥¥ア官官1tH

S官isL 名 ¥¥J[日 )[a)[d][布市市][b] [a] [a] [a] [日][c] 

Co* R* S本 C* 
------"ーーーーーー、 -ー-、- P・E・-〆、-・・、

骨

士
山

尽

日

光

Z
八
カ
岳

5. 
日

。ι
万

座

尽

日

光

生

草

津

2.
八
カ
岳

5. 
日
5. 
日

光 光 光

Rhododendron Fauriae 
ハクサンシャクナゲ

R. Metternichii var. pentamerum • 
シャクナゲ

Vaccinium hirtum ウスノキ

V. Yatabei アオジクスノキ

Viburnum furcatum 
オオカメノキ

+ + + + + + 

+ + + 

+ + + 

+ + + 
十 十+ + 

+ + 
十 十 + . 

+ 

Sasa kurilensis チシマザサ

s. nikoensis ニッコウザサ

S. paniωlata クマイザサ

* M: Moss Co: Sapling of Conifers R : Rhododendron S: Sasa C: Carex 

iv. 草本層

既lζ述べたように，ここでも問題になるのは，高木種たるシラビソとコメツガである。

群落の更行から見るときとれらの稚苗の多いことが，必らずしも将来それに支配されると

は限らないが，趨勢としては考えられることがある。草本層における代表的な顕著な多産

種はなかった。ただし，群落聞の広汎種としては，シノブカグマ，ゴゼンタチバナ，コミ

ヤマカタバミ， ミツバオウレン，マイヅJレソウなどがあげられる。草本屑に生ずる植物を

一覧表に示せば第56表となる。

第56表草本層出現植物

Table 56. Plants occured in the herb layer 

Type of the underlayer 
林床型
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Moss 蘇 類 + + + + + + + + + + 
Athyrium pycnosorul明

+ ハクモウイノデ

Dryopteris crassirhizoma オシダ + 
Lastrea Phegopteris 

十
ミヤ 7 ワラビ

Lycopodium SCI・ratulll トウゲPシノマ + + + + 
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万戸 ofthe under layer 
林床型 -圃・4、・ーーー崎、

Research site 
調査地

Species 
植物名

|{」L「
1. 2. 5. 
富八日
士ガ
山岳光

Co* 
-----ーー『

R* S* C* 
F田・ー・4、--、

尽

日

光

尽

日

光

5.
日

光

&

万

座

忌

日

光

生

草

津

ゑ
八
ガ
岳

ーー由由田内ーーーーー『
¥¥¥I[a][b][a][d][e][h]い][f][b][a][a[[a][g][b][c]

Mecodium Wr留htii コケシノプ・ ・ ・ ・+
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Monotropastrum globosum 
ギンリョウソウ
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コノイノイチヤクソウ

P. renifolia 
ジンヨウイチヤクソウ

P. secunda コイチヤクソウ
Tripterospermum japonicum 
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Type of the underlayer 
林床型
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Ilex crenata var. radicans 
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よSugerokii アカミノイヌツゲ

A. Tschonoskii ミネカエデ

0ρlopanax japonicus ハリプキ

Enわianthuscampanulatus 
サラサドウダン

Menziesia pentandra 
コヨウラクツツジ

Rhododendron Fauriae 
ハクサンシャクナゲ

Vaccinium hirtum ウスノキ

+・+・

+・・+・+・

+ + 

V. Vitis-ldaea コケモモ + 

V. Yatabei アオジクスノキ

V iburnum furcatum 
オオカメノキ

+ 

Abies Mariesii オオシラピソ

A. Veitchii シラピソ +十+ +・

Thuja Sandishii クロベ + 

Tsuga divers宅内lia コメツガ + + + + ・ + ・

Betula corylifolia ネコシデ +・

B. Ermani ダケカンパ 十・

+ + + + 十・Sorbus commixta ナナカマド

Acer micranthum 
+ コミネカエデ

A.ρalmatum var. Matsumurae 
ヤマモミジ

也、v

+・

*乱I{: Moss Co: Sapling of Conifers R : Rhododendron S: Sasa C: Carex 

3. 林床型と種類の分布

i. 5林床型 (M，Co， R， S， C)に共通な種類

コメツガ林に共通な要素はコメツガを除いては，シラビソの 80%，辞類の 67%が顕



コメツガ林の群落学的研究(舘脇・伊藤・遠山) 139 

著で， その他シノブカグマ 60%，ゴゼンタチパナ 53%，ナナカマド， 46%，セリパオウ

レン，マイヅjレソウが各々 40%， ミツバオウレン 33%である O

ii. 4林床型lこ共通な種類

a) 恥r1-Co-R--S ウスノキ扶 43~合

b) M-Co-S-C ダケカンノて， コミヤマカタパミ各々 67%， ミヤマアオスグ 45%，

アオジクスノキ各々 33%， トウグシパ27。

iii. 3林座型に共通な種類

a) M-Co-R ハクサンシャクナグ 72%，フタパラン 27%，コイチャクソウ 36%。

b) M-Co-S コヨウラクツツジ 45%。

c) M-R-C トウヒ 38%。

d) Co-R-S オオカメノキ，タケシマラン各々 50%。

iv. 2林床型l乙共通な種類

a) M-Co コノイノイチャクソウ 38%，ギンリョウソウ。

b) M-R カラマツ 29%。

c) Co-R ツjレツグ 29%。

d) Co-S オオシラビソ 43%，ネコシデ， ミネカエデ，ユキザサ，アサノハカエデ

各々 29%。

e) Co-C カニコウモリ 40%。

f) R-S サラサドウダン，ニツコウザサ各々 50%。

g) R-C シャクナグ75%。

v. 1林床型に生ずる種類

a) M ミズメ，イワセントウソウ，シャクジョウソウ，ジンヨウイチャクソウ，コ

ケモモ，コイチョウラン， ミヤマフタノイラン，ホザキイチョウラン，キソチドリ。

b) Co ミヤマワラビ，コケシノブ，サカグイノデ，クロベ，アスナロ。

c) R ヒメコマツ，ヤマウルシ，アカミノイヌツグ，ヤマモミジ，コシアブラ，イ

ワカガミ， リョウプ，ハナヒリノキ，タカネママコナ，コガネギク。

d) S ハクモウイノデ，オシダ，ヤマソテツ，ハイイヌツグ，コミネカエデ，ハリ

ブキ，ツルリンドウ， ミヤマムグラ，クマイザサ，チシマザサ，オクノカンスグ，エンレ

イソウ。

* オオパスノキを含む。
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解析植物一覧表

PTERIDOPHYTA 羊歯植物円

Hymenophyllaceae コケシノブ科

MecodiU1 

Polypodiaceae ウラボシ科

Athyrium pycnosorum H. CHR. ハクモウイノデ

Dryopteris crassirhizoma NAKAI オシダ

Lastrea Phegopteris BoRY ミヤマワラビ

Plagiogyria Matsumureana MAKlNO ヤマソテツ

Polystichum retroso・.paleaceumT AGA W A サカゲイノゲ

Rumohra mutica CHING シノブカグマ

Lycopodiaceae ヒカゲノカヅラ科

Lycopodium serratum THUNB. トウゲシパ

SPERMATOPHYT A 種子植物門

Gymnospermae 裸子植物E円

Pinaceae マツ科

Abies Mariesii MAST. オオシラビソ，アオモリトドマツ

Abies Veitchii LINDL. シラビソ

Larix 1φtolepis GOR∞N カラマツ

Picea jezoensis CARR. var. hondoensis REHD. トウヒ

Pinus parviflora SIEB. et Zuα. ヒメコマツ

Thuja Standishii CARR. クロベ

Thujopsis dolabrata SIEB. et ZUCC. アスナロ

Tsuga diversifolia MAST. コメツガ

Angiospermae 被子植物亜門

Dicotyledoneae 双子葉植物綱

Archichlamydeae 離弁花亜綱

Betulaceae ハンノキ科

Betula corylijolia REGEL et MAXIM. ネコシテa

. 

" 

F -
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Betula Ermani CHAM. ダケカンノf

Betula grossa SIEB. et ZUCC. ミズメ

Ranunculaceae キンポウゲ科

Coρtis japonica MAKlNO var. dissecta NAKAI セリノイオウレン

Coptis trifolia SALISB. ミツノイオウレン

Rosaceae ノイラヂ1.

Sorbus commixta HEDL. ナナカマド

Oxalidaceae カタノfミ科

Oxalis Acetosella L. コミヤマカタノイミ

Anacard iaceae ウjレシ科

Rhus trichocarpa MIQ. ヤマウJレシ

Aq uifoliaceae モチノキ科

Ilex crenata THUNB. var. radicans OHWI ハイイヌツグ

Ilex rugosa FR. SCHM. ツjレツグ

Ilex Sugeroki MAXIM. アカミノイヌツグ

Aceraceae カエデ科

Acer argutum MAXIM. アサノハカエデ

Acer micranthum SIEB. et ZUCc. コミネカエデ

Acer palmatum THUNB. var. Matsumurae MAKINO ヤマモミジ

Acer Tschonoskii恥仏XIM. ミネカエデ

Acer ukurunduense TRAUTV. et MEY. オガラノイナ

Araliaceae ウコギ科

Acanthopanax sciadophylloides FR. et SAV. コシアブラ

Oplopanax jaρonicus NAKAI ハリギリ

Umbellif巴rae セリ利

Pteronoρetalum Tanakae HAND.-MAZ. イワセントウソウ

Cornaceae ミズキ科

141 
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Cornus canadensis L. ゴゼンタチバナ

Metachlamydeae 合弁花亜綱

Diapensiaceae イワノメ科

Shortia soldanelloides MAKlNO イワカガミ

Clethraceae リョウプ科

Clethra barbinervis SIEB. et ZUCc. リョウプ

Pyrolaceae イチヤクソウ科

Monotropa Hypopithys L. シャクジョウソウ

Monotropastorum globosum H. ANDR. ギンリョウソウ

Pyrola a争inaH. ANDR. コノイノイチヤクソウ

Pyrola renifolia MAXIM. ジンヨウイチヤクソウ

Pyrola secunda L. コイチヤクソウ

Ericaceae ツツジ科

Enkianthus campanulatus NICHOLS. サラサドウダン

Leucothoe Grayana MAXIM. ハナヒリノキ

Menziesia pentandra MAXIM. コヨウラクツツジ

Rhododendron Fauriae FRANCH. ハクサンシャクナグ

Rhododendron Metternichii SIEB. et ZUCC. var. pentamerum MAXIM. シャクナグ

Vaccinium hirtum THUNB. ウスノキ

Vaccinium Smalli A. GRA Y var. glabrum KOIDZ. スノキ

VみcciniumVitis-idaea L. コケモモ

V白cciniumYatabei MAKINO アオジクスノキ， ヒメウスノキ

Gentianaceae リンドウ科

Tr;砂terospermumjajうonicumMAXIM. ツノレリンドウ

Scrophulariaceae クマツヅラ科

Melampyrum arcuatum NAKAI タカネママコナ

Rubiaceae アカネ科

Galiulll parado.rum MAXIM. ミヤマムグラ

~ 
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Caprifoliaceae スイカズラ干ヰ

Viburnum furcatum BL. オオカメノキ

Compositae キク科

Cacalia adenostyloides MATSUM. カニコウモリ

Solidago decurrens LoUR. コガネギク

Monocotyledoneae 単子葉植物綱

Gramineae イネ科

Sasa kurilensis MAKII'の etSHIBATA チシマザサ

Sasa ni及。ensisMAKINO ニツコウザサ

Sasa paniculata MAKH心 etSHIBATA クマイヂサ

Cyperaceae スグ科

Carex foliosissi仰 FR.SCHM. オクノカンスゲ

Carex sachalinensis FR. SCHM. var. longiuscula OHWI ミヤマアオスグ

Liliaceae ユリ科

Maianthemum dilatatum NELSON et MACBRIDE マイヅJレソウ

Smilacina japonica A. GRA Y ユキザサ

Strlφtopoides FREY et RIGG var. japonicus FA部 Eπ タケシマラン

Trillium apetalon MAKH、のエンレイソウ

Orchidaceae ラン科

Ephippianthus Schmidtii REICHB.乱 コイチョウラン

Listera cordata R. BR. フタノイラン

Listera n仰 onicaMAKINO ミヤマフタノイラン

Microstylis monophyllos LINDL. ホザキイチョウラン

Platanthera ophrydioides FR. SCHM. キソチドリ
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Summary 

In Japan， there are two endemic species of Tsuga， namely T. Sieboldii andT. 

diversifolia. The former occurs mainly in the mountain districts of the wa:rm t佃 b
perate zone， while the latter in the subalpin巴 orthe needle-leaved forest zone. The 

latter is distributed between Mt. Hakkoda and Mt. Iwaki， Pref. Aomori situated in 

the northernmost part e Honshu and Mt. Sobo， Pref. Miyazaki in the central part of 

Kyushu. The fine pure forests of this speciesare still found in the subalpine zone of 

the central part of Honshu where the present phyt9sociolog:rcal studies were carried 

out. Five experimental localities (Fig. 4) were studied as follows: 

。
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Number of Elevation 
transect (m) 

1980 

2260 

1740 

2180 

1800 

Name of sociation 
Name of 
locality 

Tsuga diversifolia-Moss 

T. diversifolia-Rhododendron Fauriae 

T. diversifolia-Sasa ku門lensis

T tjjversifolia-R. Metternichii var. pentamerum. 
R. Fauriae 

T. diversifolia-R. Metterni・'chiivar. pentamerum 
T. di叩四e目r，叫f舟olia-S.nikoensis 
T. diversifolia-Carex sachalinensis var. longiuscul，α 
T. diversifolia-Moss 

T. duフersifoliaー(AbiesMariesii) 

T. diversifolia-(Thujoρsis dolabrata) 
T. di'τ!ersifolia-Sasa kurilensis 

T. diversifoliaー(T.diτJersifolia • Abies Veitchii) 
T. diversぴolia-(T.diversifolia)-Moss 

1540 

1800 

1820 

1930 

1980 

1950 

1580 

1680 

1840 

2140 

[1. a] 

[1. b] 

[2. a] 

[2. b] 

[3. a] 

[4. a] 

[5. a] 

[5. b] 

[5. c] 

[5. d] 

[5. e] 

[5. f] 

[5. g] 

[5. h] 

[5. i] 

Mt. Fuji 

Mt. Yatsugatake 

Manza 

Kusatsu 

Nikko 

，
，
，
，
，
，
 

，
，
，
，
，
，
 
" 
" 

l'he following table shows the 'numbers of the tables and the figures of the belt-

transects in the present study. 

Number 
of photo 

Number 
of五gure

Number of 
table Name of sociation 

6 

10 
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E
4
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12 

ウ
4
H
H
υ
0
0
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リ

ヴ

d
Q
J
A
U

ヮ“

司
自
由
晶
唱
目
目
‘

14 

nb
ヴ
4

0

0

唱
4
ム

唱

E
ム

噌

E
ム

9

0

1

2

3

4

 

1

2

2

2

2

2

 

1， 2， 3 

4， 5， 6， 7 
9， 10， 11， 12 

13， 14， 15 
17， 18， 19 

21， 22， 23 

24， 25， 26 

27， 28， 29 

30， 31， 32 

33， 34， 35 

36， 37， 38， 39 
40， 41， 42 

43， 44， 45 

46， 47， 48 

49， 50， 51 

Tsuga divers~拘lia-Moss

T. diversifolia-Rhododendron Fauriae 

T. diむer叫folia-Sasakurilensis 
T. divers柿lia-R.Melterni・'chiivar. 
pentamerum. R. Fauriae 
T. diversifolia-R. Metternichii var. pentamerum 

T. diversifolia S.卸売oensis
T. diversifolia-Carex sachalinensis var. 
longiuscula 
T. diversifolia-Moss 

T. diversφlia-(Abies Mariesii) 
T. diversifolia-(Thujopsis dolabrat，α) 

T. di・1フersifolia-Sasakurilensis 

T. divers柿lia-(T.diversifolia. Abies Veitchii) 

T. diversifolia-(T. di'四 rsifolia)-Moss

[1. a] 

[1. b] 

[2. a] 

[2. b] 

[3. a] 
[4. a] 

[5. a] 

[5. b] 
[5. c] 

[5. d] 

[5. e] 

[5. f] 

[5. g] 

[5. h] 

[5. i] 

16 

As the results of the phytosociological analysis， the communities of Tsuga diverst-

foli・'aare classified as follows: 

Forest type 

Tsuga diversifolia-Moss 

T. diversifolia-(T. diversifolia)-Moss 

T. diversifolia-Maianthemum dilatatum 

乱10ss

Association 

Tsuga di'四 rsifolia-Moss

Sociation 
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Sociation Associotion Foreet type 

T. di・'versifoliaー(T.diversφlia.Ahies Veitchii) 1 
T. divers柿J叫ー(AhiesMariesii) 

T. diverslfolia-( Thujopsisゐlahrata)

T. diversifolia-Carex sachalinensis var. 
longiuscula 

(Coniferous Sap1ing and Shoot) ー

T. divers柿lia-RhododendronFauriae ) 

T. diversifolia-R. Metternichii var. pentamerum} 

T. diversifolia-R. Metterni・'chiivar. pentamerulけ

" 

T. di・'versifolia-Carex

T. diversifolia-Rhododendron 

R. Fauγ'we 

T. di・開rs!ゲolia-S.kUl仙 nSls

T. divers柿liq-S.nikoensis 

T. diversifolia-Sasa paniculata 

T. diversifolia-Sasamorpha purpur.ωcens 
(by MAEDA) 

11'. di… 
Carex 

Rhodo-
dendrcm 

Sasa 

According to the results of the present research the forest of Tsuga diver叫folia

seems to be the edaphic climax of rocky places or places of thin soil in中esubalpin~. 

zone in Central Honshu. The most common and typical community is represented by 

the fine Tsuga diversifolia-Moss association developed in the needle-leaved fqrest zone. 

• 
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Photo 8. コメツガーチシマザサml'l波 [3.a] (万出)
ア、ugadivers!Jolia.-Sasa k:u'ile:lsIs 50<:. [3. aJ Manza 

Photo 7. コメツガ鮮類基群議 [2.a.] (八ガ岳)

'/¥/(1;μ dh'ersljoli:l-Mcos Soc. [2. a] Mt. Yatsugatake 



Plate V 

Photo 9. コメツガ~、クサン Lノャクナゲ悲苦手波 [~b] (八ガ岳)
'j'slIp:a diτ'l'rs，I()lill-l<.hodndl'lId，川t九wn山'日川・ [2. h] Mt. YatslIgatalせ

Pholo 10. コメッガンヤクナゲ悲群叢 [4.a] (草津白糠)

T:iuga div(>r51folia-l?hododen(hοn .¥1euernicllll var 戸川印川erulIl.R Fauriae Soc 

['1. a] KusatslI 



Plate vr 

Photo 11. コメツガーンャクナゲ法l拝波 [5.aJ (日光)

Tsuga di'pen'ljolia-1VwdodendroJl lHell.ernidlli varρentamcrUJJl Soc. [5. a] Nikko 

Photo 12. コメツガーニッコウザサ基j，'f;&15. bl (日光)
T川 'gadi7.'er.、i(iフlia-SasalIikoellsis Soc. [5. bl Niklω 



Plale Vll 

Photo 13. コメツガーミヤマアオスゲ基群波 [5.c] (EJ光)
Tsugαdiverstj'oLia.-ι、αrl1.(;saィhalinensisvar. /ongiu.'iclIta 50c. [5. c] Niklω 

Photo 14. コメツガー蘇主司法U'f.波を望む [5.d] (日沌)
T.wga di'l'l:r;、iJolia-/vlo出 Soc.[5. d] Nikko 



Plate VIU 

Photo 15. コメツガー(オオシラピソ)基群波 [5.e] (日光)
1'Sligαd叩 erstjoLia-(Abi出 Mariesii)Soc. [5. e] Nikkυ 

Photo 16. コメツガー(コメツガ・シラピ ソ)基I咋波 [5.h] (日光)
T:mga dh.町、ifοfjo-(T.dh円、tjο/io..-¥hies ¥ .eilcllii) SOL [5. hJ Nik¥叫


